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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

    

　

本
市
の
歴
史
的
な
町
並
み
で

あ
る
嘉
右
衛
門
町
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
は
、
我
が
国
に

と
っ
て
価
値
が
高
い
と
判
断
さ

れ
、
７
月
９
日
、
文
部
科
学
大

臣
か
ら
「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」（
重
伝
建
）
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

   

栃
木
県
で
は
初
め
て
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

な
り
ま
す
。

 

現
在
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
は
、
本
市
を
含
め

て
81
市
町
村
98
地
区
あ
り
、
近

県
で
は
、埼
玉
県
川
越
市
川
越
、

千
葉
県
香
取
市
佐
原
、
茨
城
県

桜
川
市
真
壁
、
群
馬
県
桐
生
市

桐
生
新
町
が
選
定
さ
れ
、
商
家

町
や
在
郷
町
な
ど
地
域
の
特
色

あ
る
歴
史
的
な
町
並
み
を
保
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

 　

本
市
に
お
い
て
も
重
伝
建

の
名
に
相
応
し
い
地
区
と
な
る

よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

歴
史
的
な
町
並
み
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

　
　
　
　

て
い
き
ま
す
。

             （
２
面
に
関
連
記
事
）

「なつこい　Sound Stage OHIRA 2012」　予選を通過した高校生バンド 15 組が夢に向かって熱
く演奏した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月 21 日／大平運動公園）

国のお墨付き「重伝建」に選定
　

嘉
右
衛
門
町
の

　
　
　

歴
史
的
町
並
み
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嘉右衛門町伝統的建造物群保存地区

国にとって価値高い
　日光例幣使街道に沿って形成された敷地割を良く残し、江戸
末期から近代にかけて建築された、見世蔵や土蔵など伝統的建
造物が残り、街道沿いに発展した在郷町の特色ある歴史的風致
を伝え、我が国にとって価値が高いと評価されたものです。

　

文
化
財
保
護

法
の
制
度
で
、

市
町
村
が
伝
統

的
建
造
物
群

保
存
地
区
を
決

定
し
、
そ
の
う

ち
「
伝
統
的
建

造
物
群
及
び
地

割
が
良
く
旧
態

を
保
持
し
て
い

る
」
な
ど
の
理

由
で
特
に
価
値

が
高
い
も
の
を

国
が
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保

存
地
区
と
し
て

選
定
す
る
も
の

で
す
。

　

市
は
、
３
月

23
日
に
嘉
右
衛

門
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
を
決
定
し
、
地
区
内
の
保
存

事
業
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
保
存
条
例
に
基
づ
き
保
存

計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
へ
の
申
し
出
を

行
い
、
５
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
国
の
文
化
審
議
会
文
化
財
分

科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、

同
審
議
会
が
新
た
に
嘉
右
衛
門

町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

を
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
す
る
こ
と
を
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
し
、
そ
の
結

果
、
選
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

市
町
村
が
行
う
保
存
事
業
等
に

対
し
て
、
国
か
ら
補
助
金
や
技

術
的
指
導
な
ど
の
支
援
が
あ

り
、
町
並
み
を
文
化
財
と
し
て

保
存
し
、
歴
史
的
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　

　

嘉
右
衛
門
町
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
が
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
国
の
財
政
的
支
援

や
、
技
術
的
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
計
画

的
に
修
理
・

修
景
事
業
を

は
じ
め
、
案

内
板
や
防
災

設
備
の
設
置

等
の
事
業
を

進
め
て
い
き

ま
す
。

　

嘉
右
衛
門

町
伝
統
的
建

造
物
群
保
存

地
区
の
歴
史

的
な
町
並

み
が
保
存
さ

れ
、
そ
の
活

用
を
通
し
て

一
層
魅
力
を

増
し
、
き
れ

◆
訂
正

　

広
報
と
ち
ぎ
８
月
号
で

特
集
「
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
」
の
記
事
の
中
で
、
湿

地
選
定
基
準
１
、３
に
該

当
す
る
と
掲
載
し
ま
し
た

が
、
環
境
省
と
ラ
ム
サ
ー

ル
事
務
局
と
の
調
整
の
中

で
最
終
的
に
湿
地
選
定
基

準
１
の
み
で
登
録
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
ま

す
。

渡良瀬遊水地

ラムサール条約湿地登録

記念講演会（第１部）

月 日（土）

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

を
記
念
し
て
、
栃
木
県
、
栃
木

市
、
小
山
市
、
野
木
町
と
の
共

催
で
希
少
動
植
物
や
治
水
な
ど

に
つ
い
て
の
記
念
講
演
会
、
及

び
自
然
観
察
会
を
開
催
し
ま

す
。

 

記
念
講
演
会
は
10
時
～
12
時

ま
で
藤
岡
文
化
会
館
（
藤
岡
町

藤
岡
）
で
、
自
然
観
察
会
は
13

時
～
15
時
ま
で
渡
良
瀬
遊
水
地

第
２
調
節
池
内
で
開
催
し
ま

す
。
自
然
観
察
会
の
定
員
は
先

着
80
名
で
す
。

　

参
加
希
望
す
る
方
は
９
月
３

日
（
月
）
～
９
月
20
日
（
木
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
無
料
で
す
。

　

◆
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

 

総
合
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
４
０
２

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
62
‐
０
９
０
０　
　
　
　
　
　

重要伝統的建造物群保存地区とは
町並みを文化財として保存

　

国
が
財
政
、
技
術
的
な
支
援　

　
　
　
　
　

き
れ
い
で
安
全
、
安
心
な
街
へ　

い
で
安
全
・
安
心
に
、
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
に
な
る
こ
と
に
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

問
合
先　

 

伝
建
推
進

室       

☎
21
‐
２
６
１
９

（第２部）自然観察会

▲
日
光
例
幣
使
街
道
を
北
側
か
ら
望
む
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~ 節電対策第 3回 ~
今年の夏も節電

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と

し
て
、
大
平
町
在
住
の
栁
田
文

さ
ん
が
、
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主

共
和
国
へ
６
月
下
旬
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
南
ア
ジ
ア
に

位
置
し
、
面
積
は
北
海
道
の

約
１
・
８
倍
、
人
口
は
約
２
，

６
６
２
万
人
で
、
農
業
を
主
と

す
る
国
で
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
シ
ャ
ン

ジ
ャ
郡
女
性
子
供
事
務
所
で
２

年
間
に
渡
り
、
村
落
開
発
普
及

員
と
し
て
女
性
や
子
ど
も
な
ど

社
会
的
立
場
の
弱
い
人
々
に
配

慮
し
た
地
域
開
発
の
実
現
の
た

め
に
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

栁
田
さ
ん
の
活
動

を
通
し
て
女
性
の
社

会
的
・
経
済
的
地
位

の
向
上
が
図
ら
れ
、

国
際
貢
献
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
国
際
貢
献
青
年
海
外
協
力
隊

大
平
の
栁
田
さ
ん

ネパールへ派遣された
栁田さん（写真㊧）

《こまめにスイッチオフ !》
照明も電化製品も必要
な時に使い、使わない
場 合 は、 こ ま め に ス
イッチを切りましょ
う。
□必要のない明かりは
こまめに電源オフ。

□テレビ、パソコンを見ないときは電源
オフ。
□旅行など長期不在の時はプラグを抜
く。

保
留
地
価
格
の
改
定

　

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
内
で
販
売
中
の

保
留
地
価
格
を
改
定
し
ま
す
。

　

住
宅
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る

方
や
土
地
を
お
探
し
の
方
は
、

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

■
価
格
改
定
時
期　

９
月
上

旬
（
予
定
）

　

■
販
売
カ
所　

22
区
画
（
８

月
１
日
現
在
）

　

○
最
寄
交
通
施
設　

東
武
日

光
線
・
宇
都
宮
線
「
新
栃
木
駅
」

ま
で
約
２
・
７
㌔

　

○
学
区　

栃
木
市
立
栃
木
中
央

小
学
校
、
栃
木
市
立
栃
木
西
中

学
校

　

○
環
境
条
件

　

・
上
水
道
利
用
可
能

　

・
公
共
下
水
道
利
用
可
能

　

○
用
途
地
域　

第
一
種
低
層

住
居
専
用
地
域
（
建
ぺ
い
率

50
％
、
容
積
率
80
％
）

　

○
地
区
計
画　

箱
森
西
部
地

区
計
画

　

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

箱森西部土地区画
整理事業区域

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
（

 
都
市
計
画
課

内
） 　
　
　

☎
21
‐
２
６
１
３

退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

サービスの均一化について
No. ２

栃木市長　鈴木俊美

　今回はサービスの均一化についてお
話しします。旧都賀町では、75 歳以
上の高齢者１人に対して、2,200 円の
敬老事業補助金が自治会に支払われて
いました。旧大平町では 2,000 円が、
旧藤岡町では 500 円、旧西方町では
1,500 円が支払われていました。そし
て旧栃木市では支払われていませんで
した。
　この補助金は、現在では 80 歳以上
の高齢者に対して 1,000 円となって
います。旧都賀町や旧大平町、旧西方
町からすればサービスダウン、旧藤岡
町や旧栃木市からすればサービスアッ
プです。このようなことは、国民健康
保険料や介護保険料、赤ちゃん誕生祝
金でも起きています。
　できることなら、サービスは一番高

いところに合わせたいで
すが、新市の財政や、他
の新しいサービスの導入
のためには、一番高いと
ころに合わせられないこともありま
す。サービスの均一化のためにはやむ
を得ないことをご理解いただきたいと
思います。
　今回、旧市・町単位ごとに、サービ
スの質と量が合併前と合併後でどのく
らい変わるかを比較してみました。プ
ラスとマイナスとどちらが多いかとい
うことです。その結果、どの地域にお
いてもプラス面の方がマイナス面より
も多くなっていることが分かりまし
た。合併によって、サービス全体の質
と量は決して落ちてはいません。
　栃木市はこれからもっともっと成長
していかなければなりません。市民
サービスもそれに比例してより充実さ
せて参りますので、どうかご理解とご
支援をお願いします。

　

退
職
を
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
届
出
が
必
要

で
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
方  

20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
で
、
厚
生
年

金
適
用
事
業
者
等
を
退
職
し
た

方
及
び
そ
の
退
職
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
配
偶
者

◆
届
出
の
期
限 　

退
職
日
の
翌

日
か
ら
14
日
以
内

◆
必
要
な
も
の　

 

退
職
証
明
書

又
は
厚
生
年
金
喪
失
証
明
書
、

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
（
免
除
申
請

を
す
る
方
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
４
，
９
８
０
円
で
す
。
平

成
24
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括

し
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割
引

に
な
る
前
納
制
度
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
で
、
左
記
に
該
当
す
る

方
は
、
65
歳
の
誕
生
日
か
ら
、

任
意
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
／
１
～
３

級
お
よ
び
４
級
の
一
部
。

   （
４
級
の
一
部
）

　

・
音
声
、
言
語
機
能
の
著
し

　
　

い
障
害

　

・
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を

　
　

欠
く

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

　

・
一
下
肢
の
下
腿
の
２
分
の

　
　

１
以
上
を
欠
く

　

・
一
下
肢
の
機
能
の
著
し
い

　
　

障
害

○
療
育
手
帳
／
Ａ
１
お
よ
び
Ａ

２
。

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
／
１
～

２
級
。

○
障
害
年
金
／
受
給
者

☆
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の
加
入

を
ご
希
望
の
方
は
、
新
た
に
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
年

金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
か

ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
受
給
資
格
者
証
・
特
定

疾
病
療
養
受
領
証
を
お
持
ち
の

方
は
こ
ち
ら
も
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐
２
１
５
３

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　

平
成
25
年
版
県
民
手
帳
は
10

月
下
旬
よ
り
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
、「
水

分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

○
無
理
は
禁
物
！
体
調
管
理

を
し
っ
か
り
と

○
こ
ま
め
に
摂
ろ
う
！
水　

分
・
塩
分

○
薄
着
ル
ッ
ク
で
さ
わ
や
か

に
！
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子

の
着
用
を

○
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
上
手
に
室
温
管
理

 

健
康
増
進
課 

                  

☎
25
‐３
５
１
２

まだまだ油断できない
熱中症の予防

平
成
25
年
版
県
民
手
帳
販
売

ン
・
ロ
ー
ソ
ン
）
及
び
一
部
書

店
に
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

価
格
は
小
型
判
４
０
０
円
／

大
型
判
５
２
０
円
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
版
に
つ
い

て
は
、
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
販

売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
下
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐２
４
０
５

県
県
民
生
活
部
統
計
課

☎
０
２
８
‐
６
２
３
‐
２
２
５
２
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　　　　　区分
　部門

職員数
増減数 主な増減理由

23 年度 24 年度

一
般
行
政

議会 9 9 0
総務 228 247 19 西方町との合併
税務 76 77 1 西方町との合併
民生 216 224 8 西方町との合併
衛生 39 40 1 西方町との合併
労働   1 1 0

農林水産 44 52 8 西方町との合併
商工 30 30 0
土木 108 107 ▲ 1 事務の統廃合
小計 751 787 36

行
政

特
別

教育 177 200 23 西方町との合併
消防 0 168 168 西方町との合併
小計 177 368 191

普通会計 928 1155 227

企
業
等

公
営

水道 27 27 0
下水道 25 27 2 西方町との合併
その他 52 63 11 西方町との合併
小計 104 117 13

合計 1032 1272 240

区分 住民基本台帳
（H23 年度末）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率 
（B/A）

前年度
人件費率

23 年度 人
145,609

千円
54,453,685

千円
2,952,933

千円
9,544,648

％
17.5

％
17.2

区分
職員数
（A）

給与費
１人当たり給与

費（B/A）給与 職員手当 期末・勤勉
手当 計（B）

24 年度 1,150 　　   千円
4,695,314

           千円
1,004,636

           千円
1,671,683

           千円
7,371,633

                    千円
6,410

区分 給料月額

一般行政職 大学卒 172,200 円
高校卒 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円

区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 256,855 円 310,593 円 362,443 円
高校卒 220,200 円 ― 321,154 円

区分 １級 ２級 3 級 4 級 ５級 6 級 7 級 8 級 計
標準的な
職務内容 主事 主事 主任 主査 副主幹 課長補佐 課長 部長

職員数 74 130 86 277 163 115 133 17 995
構成比 7.4％ 13.1％ 8.6％ 27.8％ 16.4％ 11.6％ 13.4％ 1.7％ 100％

手当の種類 支給額等

扶養手当

 

住居手当

通勤手当

時間外勤務
手当

期末手当
勤勉手当

退職手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外 1 人につき 6,500 円

職員に配偶者がいない場合は、
そのうち 1 人目について 11,000 円

満 16 歳の年度初めから
満 22 歳の年度末までの子

1 人につき
5,000 円加算

借家 27,000 円以内

交通機関等利用 55,000 円以内
自動車等利用（通勤距離に応じ） 2,000 円から 24,500 円まで

期末手当 勤勉手当 計
6 月期 1.225 月分 0.675 月分 1.90 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 2.05 月分
計   2.60 月分   1.35 月分 3.95 月分

勤続年数 支給率
自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

区分 報酬等月額（円） 摘要
市長 969,000 左記の額は、特例により５％減じたものです副市長 798,000
議長 518,950

左記の額は、特例により３％減じたものです副議長 451,050
議員 407,400

栃木市人事行政の運営等の状況（概要）
栃木市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成 23 年度の栃
木市の人事行政運営等の状況について、次のとおり公表します。詳細については
市ホームページに掲載しています。 
１　職員数に関する状況
部門別職員数の状況と主な増減理由

２　職員の給与に関する状況
　（１）人件費の状況（普通会計決算）

※人事費（B）には、職員給与・手当のほか、事業費支弁職員人件費、議員、
各種委員、特別職の給与・報酬が含まれています。

　（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

※１．職員手当には、退職手当は含みません。
　２．給与費は、当初予算計上額です。

平均給料月額 平均年齢
一般行政職 336,853 円 43.8 歳
技能労務職 307,024 円 50.8 歳

   （３）職員の平均給料月額及び平均年齢
                               （平成 24 年４月１日現在）

　（４）職員の初任給の状況
（平成 24 年４月１日現在） ※一般行政職には行政職給料表が、技能

労務職には技能労務職給料表が適用さ
れ、異なった給与体系になっています。

　（５）　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 24 年４月１日現在）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいいます。
（６）　一般行政職の級別職員数の状況

（７）　職員手当の状況　

支給対象者
（１） 配偶者
（２） 満 22 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までの間に 
 　　ある子、孫及び弟妹

（３） 満 60 歳以上の父母及び祖父母
（４） 重度心身障がい者 
支給額（月額） 

支給対象者
　住宅を借り受け、月額 12,000 円を超える家賃を支払って
　いる職員

支給額（月額） 

支給対象者
（１）交通機関等を利用する職員
（２）自動車等を使用する職員
支給額（月額） 

正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給
　・勤務日における時間外勤務１時間につき
　　　　当該職員の時間単価× 125 ／ 100
　・週休日における時間外勤務１時間につき
　　　　当該職員の時間単価× 135 ／ 100
　・午後 10 時から翌日の午前５時までの間である場合は、
　　その割合に 100 分の 25 を加算した割合

勤勉手当の支給月数（管理監督職を除く）は、成績標準者に
係るものです。

（職制上の段階、職務の級等による加算措置有）

定年前早期退職特例措置として、２～ 20％の加算があります。

（８）特別職の報酬等

３　公平委員会の業務の状況
　　（１）　勤務条件に関する措置の要求の状況
                  該当なし
　　（２）不利益処分に関する不服申立ての状況
　　　　　該当なし
　　（３）職員からの苦情の処理の状況
　　　　　該当なし

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　

９
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
９
月
24
日
（
月
）
14

時
か
ら
都
賀
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

生
垣
づ
く
り
に
補
助
金

　

緑
化
推
進
を
図
る
た
め
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す

生
垣
の
設
置
に
つ
い

て
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
１
㍍

当
た
り
２
千
円
（
限

度
額
３
万
円
）　

※
設
置
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

 

維
持
管
理
課

 　
　
　
　

  

☎
21
‐
２
５
５
８

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
６
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
，
４
１
０
万
３
４
８
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
頂
い
た
方
々

は
、次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

領
収
書
を
発
行
し
た
方
な
ど
、

お
名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

と
ち
の
実
短
歌
会
／
小
江
戸

と
ち
ぎ
三
大
麺
ま
つ
り
実
行
委

員
会
／
薄
井
工
業
㈱
社
員
会
／

早
乙
女
靴
店
店
頭
募
金
／
栃
木

市
大
平
地
区
ゴ
ル
フ
協
会
／
吟

道
秋
水
流
秋
石
会
／
悠
美
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
１

東
日
本
地
震
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※１．一般行政職とは、戸籍、年金等
の受付や福祉、経理等の業務に従事す
る事務職員と土木建築等の設計監理業
務などに従事する技術職員です。  

２．技能労務職とは、自動車運転手、清掃作業員、道路補修作業員や給食調理
員などです。

（平成 24 年４月１日現在）

（平成 24 年４月１日現在）

（平成 24 年４月１日現在）
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☆スタートアップ補助
（新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新規の地域コミュニティ活動への支援） 

団体名 活動タイトル

皆川地区街づくり協議会歴史文化部会 県名発祥の地　栃木市の歴史を学び市全体の活性化に結び付けた
い

水木自治会 地域防災対策活動事業
街なかプロジェクト 空家バンク（遊休不動産活用事業）
刑部人勉強会 「刑部人を知る」講演会

箱西お囃子保存会 お囃子練習を通しての子どもたちの健全な育成、地域の伝統芸能
の内外へのアピール

ふるさと学習サポート実行委員会 学校と地域で創る「ふるさと学習」プロジェクト
―郷土の偉人を子どもたちに伝える①「田村律之助」―

Enjoy World 市内在住外国人の安全安心確保のために
☆ステップアップ補助

（既存団体の新規事業又は既存事業の充実若しくは拡大への支援） 
朗読ボランティアはなみずき 「たった一度しかない一生を」~ 有三の精神を群読で ~
社会福祉法人イースターヴィレッジ
自立援助ホーム　マルコの家 「自立援助ホーム マルコの家」フラメンコ　コンサート

鈴木賢二研究会 鈴木賢二研究会 15 周年記念事業（シンポジュウムとワークショッ
プの開催）

栃木どろんこバレー大会実行委員会 遊休農地を活用してどろんこの中でバレー大会
めんず来楽部 食育そば打ち道場
とちぎアマチュアビデオライブラリー 市の自然文化・イベント等のビデオ映像記録制作、保存、情報発信
蔵の街うたごえ実行委員会 うたごえで元気アップ
TOSS 下野教育サークル 親子で学ぶ夏休み子ども教室
のすたるじん 昭和の記憶・栃木アーカイブス
おもちゃ de 元気会 高齢者と玩具ボランティア実践養成講座
ピクラビ ピクとラビのみんなのワークショップ
八重桜の会 「家族でゆかたを着てみたい !」教室
☆ジャンプアップ補助　

（市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業又は複合的に行う事業への支援） 
日立栃木理科クラブ モノづくり教室
楽しい会 四世代交流を通して、元気良く、楽しむ集い
VC 栃木 SVTS（Saigai Volunteer Training Seminar）
藤岡町まちづくり委員会 「ニューツーリズム in 渡良瀬遊水地」地域活性化事業
NPO 法人 栃木おやこ劇場 子どもと大人の遊びあい ~ まちで生き合う力を育む ~
とちぎの山車祭り伝承会 響け ! とちぎ・お囃子連 !
☆まちづくりパワーアップ補助

（市全体の活性化につながる事業又は合併前の市町間を超え相互に交流及び連携を図る事業への支援） 
とちぎの雛まつり実行委員会 ひなまつり PR 委員会

「吾一からくり時計」設置実行委員会 栃木駅前広場に山本有三ゆかりの「吾一からくり時計」の設置を !

特定非営利活動法人ふるさと 河川の環境の保全・向上を図る整備事業（河川における蛍の生育
を通して）

ART STAGE どんぐりら ろうどく劇とダンスによる星月夜の幻燈会
NPO 法人蔵の街たんぽぽの会 地球のステージ　心で感じるコンサート

※　詳細は市ホームページをご覧ください。

とちぎ夢ファーレ
助成団体決まる

   6 月 17 日（日）に公開プレゼンテーション（企画発表）が行われ、
補助を受ける 30 団体（総額 5,066,000 円）が決定しました。
　市民の皆さんの活動を、「市民協働まちづくりファンド」で応援
しています。
　市民協働まちづくりファンドとは、市民や企業からの寄付金と市
費をファンド（基金）
として積み立て、そ
のファンドの一部を
財源として、市民団
体が行う公益的な事
業（市民活動）に対
して助成をする制度
です。

　市民協働まちづくりファンドに市民・企業のみなさんから多くの
善意をいただきました。（7 月 16 日現在）
・栃木アンカー工業株式会社様　　　　　　　　　　230,000 円
・栃木市ダンス愛好者の集い様　　　　　　　　　　  50,000 円
・株式会社丸和住宅様　　　　　　　　　　　　　　
・栃木ウーヴァフットボールクラブ様　　　　　　　100,000 円
・株式会社メディカルフィットネスとちの木様
・株式会社メロー様　　　　　　　　　　　　　　　100,000 円
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　  地域まちづくり課 ☎ 21 ‐ 2249

昭
和
62
（
１
９
８
７
）
年
９
月
27
日　
　
　
　
　
「
ブ
ド
ウ
狩
り
で
日
中
交
流
」

　

接
続
工
事
費
や
使
用
料
な
ど

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
快

適
な
生
活
・
水
環
境
の
確
保
、

河
川
等
の
水
質
保
全
の
た
め
、

栃
木
中
央
小
学
校

特
別
教
室
の
開
放

　

市
立
小
中
学
校
の
開
放
施
設

に
、
栃
木
中
央
小
学
校
の
図
工

室
、
家
庭
科
室
、
音
楽
室
、
理

科
室
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
、
在
勤
者
が
10
名

以
上
か
つ
利
用
者
の
５
割
以
上

の
団
体
で
、
定
期
的
に
活
動
し

学
校
事
業
へ
の
参
加
、
協
力
が

　

11
月
11
日
（
日
）　

９
時
か

ら
栃
木
工
業
高
等
学
校
（
岩
出

危
険
物
取
扱
者
試
験

町
１
２
９
）
で
実
施
し
ま
す
。　

◆
受
験
資
格　

甲
種
（
資
格
が

必
要
で
す
）　

乙
種
（
１
～
６

類
）（
資
格
の
制
限
な
し
）　

丙

種
（
資
格
の
制
限
な
し
）

◆
試
験
手
数
料　

甲
種
５
千

円　

乙
種
３
，
４
０
０
円　

丙

種　

２
，
７
０
０
円

◆
書
面
申
請
９
月
10
日
（
月
）

～
21
日
（
金
）　

電
子
申
請
９

月
７
日
（
金
）
～
18
日
（
火
）

消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐０
１
１
９　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃

木
県
支
部

☎
０
２
８
‐
６
２
４
‐
１
０
２
２

　県日中友好協会大平支部が「支部
は小さくてもでっかい民間交流を」
と中国大使館員や留学生らを西山田
の「かかしの里」に招待。ブドウ狩
りやバーベキューを楽しみながら交
流した、という記事。
    現在、同支部は大平日中友好協
会（熊倉猛会長）として独立。事務
局の井木澤稔さんによると、ぶどう
交流会は継続中で、毎年８月の最終
日曜日に開いている。今年は 28 回
目で宇都宮大学の留学生ら 30 人以
上が参加する。このほか、浙江省蘭
渓市の小学校と市内の小中
学校との書画の交流を行い、
毎年 11 月には訪中団を派遣
するなど活動している。当
初の目標通り「でっかい民
間交流」を実現している。　

　
「
温
故
知
新
市
」

は
、
か
つ
て
の
市

内
の
様
子
を
当
時

の
新
聞
記
事
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

下
水
道
が
使
え
る
区
域
に
お
住

み
の
方
の
、
速
や
か
な
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

接
続
工
事
は
、
市
に
登
録
さ

れ
た
指
定
工
事
店
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は

同
工
事
に
要
す
る
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

下
水
道
課 

☎
20
‐
５
７
１
４

利
用
条
件
に
な
り
ま
す
。
使
用

料
は
１
室
１
回（
３
時
間
以
内
）

６
２
０
円
で
す
。
学
校
教
育
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
９
月
１
日

（
土
）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

生
涯
学
習
課

☎
21
‐
２
７
０
５
・
２
７
０
６

｝
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　この制度は、市が発注する小規模な工事や修繕（契約金額が 50 万円以下）
について、受注・施工を希望する方を登録し、積極的に業者選定の対象とす
ることにより、市内業者の受注機会の拡大を図るものです。
○登録できる方
　市内に主たる事業所（本社、本店）または住所（住民登録）を有し、市税
　を完納している方。ただし次のいずれかに該当する場合は登録できません。
　①成年被後見人及び被保佐人　②破産者で復権を得ていない方　③市建設
　工事入札参加資格者名簿に登録されている方　④希望する業種を履行する
　ために必要な資格、免許等を有しない方
○登録できる業種
　建設業法で定める業種（28 業種）のうち 3 業種まで
　※市水道事業の「指定給水装置工事事業者」及び市下水道の「排水設備指
　定工事店」の指定を受けている方は、当該業種の登録は必要ありません。
○登録申請の受付
　8 月 20 日（月）から随時受付（土・日曜日、祝日を除く）
○登録有効期間
　10 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日まで
　※平成 24 年 10 月 1 日以降に申請された方は登録日から平成 26 年 9 月
　30 日までとなります。
○登録申請の方法
　小規模工事等契約希望者登録申請書に次の①②等の必要書類を添付し郵送
　により提出してください。（持参も可）登録申請書は、市のホームページ
　からダウンロードするか、契約検査課でも配布します。
　①市税の完納証明書 ( 法人の場合は法人の証明書。個人の場合は代表者個
　　人の証明書 )
　②希望業種を履行するために必要な資格、免許等を証明する書類の写し
　　※現在登録をされている方（旧西方町登録も含む）について、申請内容
　　に変更がない場合は、登録申請書は省略し、上記①の市税の完納証明書
　　のみを付することで再登録が可能です。
○登録申請の送付先
　〒 328 ‐ 8686　栃木市入舟町 7 番 26 号　市役所契約検査課
　※この登録は、見積業者の指名や契約を約束するものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  契約検査課 ☎ 21 － 2411

小規模工事等契約希望者登録のお知らせ
～平成 24 年 10 月から 26 年 9 月分の登録受付～

試行運行の実施状況
　高齢者等の交通弱者の日常生活における移動
手段の確保と公共交通空白地域の解消を目指し
た蔵タク及びふれあいバス。
　試行運行 4 ～ 6 月分の実績がまとまりまし
たので、お知らせします。

◎蔵タク
利用登録者数 ( 人 )

6 月末現在 9.894
1 日平均利用者数 ( 人 / 日 )

4 ～ 6 月平均 203.7
◎ふれあいバス
                項　目
路線名

1 日平均利用者数
( 人 / 日 )

4 ～ 6 月平均
寺尾線 124.6
市街地循環線 62.5
市街地北部循環線 86.8
部屋線 105.9
真名子線 37.2
金崎線 15.7
大宮国府線 13.8
皆川樋ノ口線 19.7
藤岡線 27.9

　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス

は
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
試

行
運
行
中
で
す
。
こ
の
期
間
中

に
利
用
状
況
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
踏
ま
え

て
運
行
内
容
の
見
直
し
・
改
善

を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
利
用
状
況
に
改
善

が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
廃
止

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
や
市
内
散
策
の
足

と
し
て
、
ど
う
ぞ
蔵
タ
ク
と
ふ

れ
あ
い
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

　

次
の
①
～
⑨
の
児
童
を
養
育

す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
⑨
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
児
童
は
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日

（
中
度
以
上
の
障
が
い
児
の
場

合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
で
す
。

１
．
対
象
者

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た　
　

児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児　
　

童③
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら　
　

か
で
な
い
児
童

④
父
又
は
母
に
引
き
続
き
１　
　

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑤
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

産
し
た
児
童

⑦
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児

童
（
孤
児
な
ど
）

⑧
父
又
は
母
が
重
度
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
児
童

　

※
障
害
年
金
の
子
の
加
算
と

な
っ
て
い
る
児
童
は
、
児
童　

扶
養
手
当
の
対
象
と
は
な
り　

ま
せ
ん
。

　

※
該
当
す
る
障
が
い
に
至
っ

た
時
期
、
申
請
者
が
父
か
母　

か
、
児
童
の
生
年
月
日
等
で
、

制
度
上
申
請
で
き
な
い
場
合　

が
あ
り
ま
す
。

⑨
父
又
は
母
が
母
又
は
父
の
申

立
て
に
よ
り
保
護
命
令
が
出
さ

れ
た
児
童

２
．
経
過
措
置

⑨
に
該
当
す
る
方
が
８
月
に
申

請
し
た
場
合
の
み
、
手
当
は
８

月
分
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
９
月
以
降
に
申
請
し
た
方

は
申
請
の
翌
月
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。

３
．
非
該
当
と
な
る
場
合

①
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た

と
き

②
申
請
者
（
受
給
者
）
本
人
が

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
・
障
害

年
金
・
老
齢
年
金
等
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
、
父
ま
た
は
母
の
死

亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
遺
族

年
金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

④
父
ま
た
は
母
が
婚
姻
ま
た
は

事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
と

き
　

※
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

ら
５
年
を
経
過
し
た
日
が
、
平

成
15
年
４
月
１
日
以
前
の
方

は
、
時
効
に
よ
り
手
当
の
請
求

が
で
き
ま
せ
ん
。（
父
子
家
庭

を
除
き
ま
す
。）

４
．
支
給
の
制
限

　

申
請
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

等
の
前
年
（
申
請
月
に
よ
っ
て

は
前
々
年
）
の
所
得
に
応
じ
、

手
当
の
支
給
区
分（
全
部
支
給
・

一
部
支
給
・
全
部
停
止
）
が
決

ま
り
ま
す
。

５
．
そ
の
他

　

児
童
扶
養
手
当
認
定
後
に
、

公
的
年
金
等
の
受
給
の
対
象
と

な
る
な
ど
、
支
給
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

 

こ  

ど 

も 

課 

☎
21
‐２
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
７
０

ひまわりのような
　　　　　笑顔いっぱいの

小規模特認校・大宮南小学校の
説明会を行います！

期日：9月 15日（土）
時間：13:30 ～
場所：市役所別館第２会議室
対象：小規模特認校に入学・転
　　　入学を希望する保護者

第１回オープンスクール（学校祭）
期日：10 月６日（土）
時間：８：50 ～ 14：20
・８：50 ～ワールドツアー（外国人と交流）
・12：20 ～バザー・お楽しみ広場
場所：大宮南小学校（☎ 22 ‐ 1483）

第２回オープンスクール（授業見学）
期日：10 月 20 日（土）
時間：９：30 ～ 12：25
場所：大宮南小学校
外国語活動、おもしろ科学実験
9：30 ～小規模特認校説明会（30 分）

大宮南小学校のオープンスクールに参加してみませんか

いろいろな場面でコミュニケーション力を Up ！
生き生きと表現し自信をもって行動できる子どもを育てます

１up

一緒に学び合って学力をぐ～んと Up ！
基礎をしっかり身に付け、自ら進んで学ぶ子どもを育てます

２up

豊かな自然体験等でメンタルタフネス Up ！
思いやりのある心の強い子どもを育てます

３up

市内どこからでも通える小規模特認校

～確かな学力、豊かな心、健やかな体をはぐくむ大宮南小の教育でお子さんを学ばせてみませんか～

大宮南小学校においでよ！ 本市では、平成 25 年度から小
規模特認校制度がスタートしま
す。これは、小規模校の良さを
生かした教育を希望する子ども
たちが通常の通学区域にかかわ
らず、市内どこからでも通うこ
とができる制度です。

英語をつかってコミュニケーション

一
人
一
人
に
丁
寧
に
教
え
る
学
習

３up 作戦で
未来を担う
子どもを育
てます。

問合先：　  教育総務課 ☎ 21 ‐ 2716

○研究校 6 年の実績、優れた
　　　　　　小学校の外国語活動
○少人数ならではのきめ細かな
　　　　　　　　　　　学習指導
○広がる田園、
　　コウホネが育つ川で自然体験
○スポーツや学習等、
　　　　　　充実した放課後活動
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藤岡教育支所

実施日・曜日 受付時間 場所
10 月   ３日（水） 13：30 ～ 13：50 部屋小
10 月 12 日（金） 赤麻小
10 月 17 日（水） 13：00 ～ 13：20 三鴨小
10 月 24 日（水） 13：30 ～ 13：50 藤岡小

西方教育支所
実施日・曜日 受付時間 場所

10 月 16 日（火） 13：00 ～ 13：15 西方小
10 月 24 日（水） 13：10 ～ 13：25 真名子小

都賀教育支所

実施日・曜日 受付時間 場所
９月 26 日（水） 13：00 ～ 13：20 合戦場小
10 月 ２日（火） 家中小
10 月 ９日（火） 13：10 ～ 13：30 赤津小

本庁学校教育課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
実施日・曜日 受

付
時
間　

13
時
30
分
～
13
時
50
分

場所 備考
 ９月 19 日（水） 南小
 ９月 27 日（木） 千塚小
10 月  ３日（水） 国府北小 国府北小、国府南小入学予定児対象
10 月  ４日（木） 寺尾公民館 寺尾中央小、寺尾南小入学予定児対象
10 月  ５日（金） 皆川城東小
10 月  ９日（火） 栃木中央小  
10 月 10 日（水） 栃木第四小
10 月 11 日（木） 栃木第五小  
10 月 17 日（水） 栃木第三小
10 月 18 日（木） 大宮北小 大宮北小、大宮南小入学予定児対象
10 月 25 日（木） 吹上小

大平教育支所

実施日・曜日 受付時間 場所
10 月   ５日（金）

13：15 ～ 13：35
大平南小

10 月 10 日（水） 大平東小
10 月 17 日（水） 大平西小
10 月 24 日（水） 13：15 ～ 13：50 大平中央小

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
来
年
４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
健
康
診
断
を
左
表
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
あ
て
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
健
診
日
１

週
間
前
ま
で
に
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
宮
南
小
に
入
学
予

定
の
方
は
大
宮
北
小
で
、
寺
尾

南
小
、
寺
尾
中
央
小
に
入
学
予

定
の
方
は
寺
尾
公
民
館
で
、
国

府
南
小
に
入
学
予
定
の
方
は
、

国
府
北
小
で
、
健
康
診
断
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21- 

２
７
２
５

□
浸
水
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

　

と
こ
ろ
で
は
、
家
財
道
具

　

を
高
い
場
所
に
移
動
す
る
。

　

土
砂
災
害　

□
「
が
け
に
割
れ
目
が
見
え

　

る
」　
「
山
鳴
り
が
す
る
」

　
「
川
が
異
常
に
濁
る
」
な

　

ど
、
普
段
と
違
っ
た
現
象

　

を
見
た
ら
通
報
す
る
。

□
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
、

　

危
険
を
感
じ
る
前
に
早
め

　

に
自
主
避
難
す
る
。

　

※
避
難
に
つ
い
て　

　

避
難
に
備
え
て
、
防
災

マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
再
度
、

避
難
場
所
、
避
難
経
路
等
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
非
常
食
、
飲
料
水
な
ど

の
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

● 

防
災
訓
練

　

各
地
域
ご
と
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
カ
ッ
コ
内
は
、
防
火

訓
練
の
実
施
場
所
）

　

○
栃
木
地
域
（
国
府
北
小

学
校
）
10
月
13
日
（
土
）
９

時
～
12
時

　

○
大
平
地
域
（
大
平
中
央

小
学
校
）
９
月
９
日
（
日
）

８
時
30
分
～
11
時

　

○
藤
岡
地
域
（
部
屋
保
育

園
）
平
成
25
年
２
月
23
日

（
土
）
８
時
30
分
～
11
時

　

○
都
賀
地
域
（
都
賀
中
学

校
）
平
成
25
年
３
月
３
日

（
日
）
９
時
～
12
時

　

○
西
方
地
域
（
西
方
小
学

校
）
平
成
25
年
２
月
17
日

（
日
）
８
時
30
分
～
12
時

　

● 

自
主
防
災
組
織
設
立

を
支
援
し
ま
す

栃木東中学校 栃木南中学校 栃木中央小学校 南小学校 栃木第四小学校 栃木高等学校 学悠館高等学校
栃木文化会館 市民会館 栃木第三小学校 とちぎコミュニティプラザ 栃木西中学校 栃木第五小学校 栃木女子高等学校
栃木商業高等学校 栃木農業高等学校 とちぎ西部生きがいセンター そのべ保育園 東陽中学校 大宮北小学校 大宮南小学校
大宮公民館 栃木保健福祉センター 老人福祉センター泉寿園 いまいずみ保育園 皆川中学校 皆川城東小学校 栃木工業高等学校
皆川公民館 吹上中学校 吹上小学校 千塚小学校 老人福祉センター福寿園 吹上公民館 寺尾中学校
寺尾中央小学校 寺尾南小学校 出流ふれあいの森 寺尾公民館 国府北小学校 国府南小学校 国府公民館
おおつか保育園 栃木総合体育館 大平東小学校 大平南小学校 大平西小学校 大平中央小学校 大平中学校
大平南中学校 大平公民館 大平体育館 大平東地区公民館 大平西地区公民館 栃木翔南高等学校 大平南地区公民館
大平子どもセンター 大平南体育館 大平運動公園 大平農村婦人の家 大平隣保館 ゆうゆうプラザ 部屋小学校
部屋地区公民館 部屋保育園 藤岡第二中学校 藤岡公民館 藤岡保育園 藤岡小学校 藤岡スポーツふれあいセンター
藤岡地区公民館 藤岡総合体育館 藤岡遊水池会館 加須市北川辺スポーツ遊学館 藤岡第一中学校 赤麻小学校 赤麻地区公民館
赤麻保育園 渡良瀬の里 三鴨小学校 三鴨保育園 三鴨地区公民館 道の駅みかも 合戦場小学校
あいあいプラザ 都賀南部コミュニティセンター 家中小学校 栃木市社会福祉協議会都賀支所 都賀スポーツ公園管理事務所 都賀中学校 都賀文化会館
都賀公民館 都賀体育センター 都賀よつば保育園 木コミュニティセンター つがの里ふるさとセンター 赤津小学校 大柿コミュニティセンター
西方公民館 西方保健センター 西方農村婦人の家 西方小学校 西方中学校 西方南部地区コミュニティセンター 西方なかよしこども園
真名子小学校 真名子夢ホール 西方ふれあいプラザ 西方総合文化体育館

避　難　場　所

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
…
。
９
月
１
日
は
「
防

災
の
日
」
で
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
意
識
は
向
上
し
て

い
ま
す
が
、「
防
災
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
再
度
、
家
庭
や
職
場

で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
い
ざ
と
い
う
時
」の
た
め
の
心
構

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
備
え
を
具
体
的
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で

す
。「
防
災
は
忘
れ
ず
い
つ
も
や
っ
て
お
く
」を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

心構えとこまめなチェックを

　

●
各
災
害
へ
の
備
え
に
つ

い
て
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地　

震　

□
家
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下

　

を
防
止
す
る
た
め
、
金
具

　

な
ど
で
固
定
す
る
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
・
石
塀
の
点
検
、

　

補
強
を
す
る
。

□
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ

　

ル
ム
を
張
る
。

　

風
水
害　

□
台
風
や
雨
・
風
に
関
す
る

　

気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

□
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯

　

や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
し

　

て
お
く
。

　近年、比較的軽症な患者さんが救急医療を利用する、いわ
ゆる救急医療のコンビニ化
や大病院志向により、二次・
三次救急を担う病院の救急
外来への患者さんの集中が
問題となっています。昼夜
を問わない過酷な救急医療
の現場で働く医師たちから
は、もはや限界との声も聞
こえており、このままでは、
適切な救急医療を提供する
ことができなくなる恐れが
あります。
　そうならないためには、救急医療を正しく理解し、適正に
利用するという住民一人ひとりの心掛けと協力が必要です。
　●医療機関を受診する場合
　①通常の診療時間内に受診しましょう。
　②休日や夜間で比較的症状の軽い方は、栃木地区急患セン
　ター等をご利用ください。
　●かかりつけ医を持ちましょう
　「かかりつけ医」は、日常的な診療の他、家族一人ひとり
　の病気の予防や健康管理のアドバイスをしてくれます。症
　状によっては、適切な医療機関を紹介してくれるなど心強
　い存在ですので、ぜひ「かかりつけ医」を持つことをお勧
　めします！
　● ｢とちぎ医療情報ネット｣ の活用を
　県内の病院、診療所、歯科診療所、薬局など、いろいろな
　条件で探すことができるシステムです。休日・夜間急患診
　療所の情報や子どもの急な病気の時の対処方法なども提供
　しています。http://www.qq.pref.tochigi.jp/

　  健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑦

自
分
で
考
え
、
行
動
で
き
る
子
に

　

大
人
が
子
ど
も
の
歩
く

先
の
障
害
物
を
す
べ
て
先

回
り
し
て
ど
け
た
り
（
過
保

護
）、
子
ど
も
の
一
挙
一
動

に
つ
い
て
指
示
を
し
た
り

す
る
（
過
干
渉
）
と
、
子

ど
も
は
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
自
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど
も

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
チ
ャ

ン
ス
や
失
敗
か
ら
学
ぶ

チ
ャ
ン
ス
、
遊
び
や
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
す

る
チ
ャ

ン
ス
も

奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が

将
来
社
会
で
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
自
分
で
考
え

自
分
で
行
動
し
、
そ
の
責

任
は
自
分
で
取
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
た
め
と
思
っ

て
の
過
保
護
や
過
干
渉
は
、

そ
う
い
っ
た
力
の
獲
得
の

妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
、

必
ず
し
も
子
ど
も
の
幸
せ

の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
た
く

さ
ん
の
失
敗
を
経
験
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
経
験

が
多
い
ほ
ど
、
精
神
的
に

も
タ
フ
に
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
人
は

様
々
な
経
験
を
通
し
て
成

長
す
る
子
ど
も
の
力
を
信

じ
、
見
守
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

生
涯
学
習
課　

☎
21
‐
２
７
３
１

 

教
育
総
務
担
当

　
　
　
　
　

☎
28
‐
０
８
０
１

 

教
育
総
務
担
当

　
　
　
　
　

☎
92
‐
０
３
１
５

 

教
育
総
務
担
当

　
　
　
　
　

☎
43
‐
９
２
１
８

 

教
育
総
務
担
当

　
　
　
　
　

☎
62
‐
４
３
２
１

問
合
先　

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐
２
７
０
３

防
災　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に　

救
急
９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
自
覚
や
連

帯
感
に
基
づ
き
、
自
主
的
に

結
成
す
る
組
織
で
す
。
地
域

住
民
に
よ
る
自
治
会
等
を
単

位
と
し
た
自
主
防
災
組
織
の

設
立
補
助
金
を
１
団
体
20
万

円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
て

い
ま
す
。

(
)
)
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

9/12（水）・28（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／本市民生活課　
☎ 21‐2144

9/20（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

10/16（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 9/12（水）・28（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／本市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談 ( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

9/12（水）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

9/11（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／大生活環境課　　　 
☎ 43‐9211

9/25（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／都生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／本市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 9/29（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 9/15（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

9/11（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

9/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444　 ☎ 43‐6611・0120‐
46‐7830

10/10（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡町三鴨地区公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

9/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話 ( 土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX)

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

Ｘ
21
‐
２
６
１
６

◆
日
時　

９
月
26
日
（
水
）
13

時
～
14
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
20
人
※
先
着
順

◆
内
容　

家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
教
室
を
開
催
。
寄
せ
植

え
を
作
り
、
日
ご
ろ
の
疲
れ
を

癒
し
ま
し
ょ
う
。

◆
参
加
費　

２
千
円

◆
申
込
・
問
合
先　

９
月
19

日
（
水
）
ま
で
に

高
齢
福
祉

課
（
栃
木
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
21
‐
２
５
３
８
・
２
５

３
９
）

　

糖
尿
病
予
防
を
始
め
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
方
、
一
緒
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日　

９
月
10
日
（
月
）
～

平
成
25
年
４
月
中
旬（
全
５
回
）

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
大
平
町
西
野
田
）

◆
対
象　

①
40
歳
～
65
歳
未
満

の
方
②
血
糖
値
が
高
め
の
方

（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
５
・
２
～
６
・
０
）

で
内
服
治
療
を
し
て
い
な
い
方

ま
た
は
血
縁
家
族
に
糖
尿
病
の

治
療
を
し
て
い
る
人
が
い
る
方

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

９
月
３
日

（
月
）
ま
で
に

健
康
福
祉
課

☎
45
‐
１
７
８
８

◆
日
時　

９
月
23
日
（
日
）、

29
日
（
土
）
10
時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

ぶ
ど
う
団
地
内

◆
募
集
人
数　

若
干
名
（
市
内

在
住
）※
応
募
多
数
の
場
合
は
、

書
類
選
考
に
よ
り
選
出

◆
任
期　

平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
※
平
成
24
年
度
は
、
２
～

３
か
月
に
１
回
程
度
の
会
議
開

催
（
平
日
、
昼
間
）
を
予
定

◆
対
象　

消
費
生
活
に
関
心
が

あ
る
方

◆
内
容　

消
費
生
活
基
本
計
画

案
の
検
討
等

◆
委
員
報
酬　

無
報
酬
（
交
通

費
等
の
支
給
も
な
し
）

◆
申
込
・
問
合
先　

８
月
21
日

（
火
）
～
９
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
応
募
用
紙
（
市
民
生
活
課

に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直

接
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

市
民
生
活
課
（
市
民
生
活
担
当

／
☎
21
‐
２
１
４
５
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

21
‐
２
１
３
５
）

◆
募
集
人
数　

２
人
程
度

◆
資
格　

今
年
４
月
１
日
現
在

で
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
方

（
会
議
は
原
則
公
開
と
し
、
年

間
数
回
、
夜
開
催
の
予
定
）

◆
任
期　

２
年

◆
報
酬　

な
し

◆
選
考　

応
募
用
紙
に
よ
る
書

類
選
考

◆
申
込
・
問
合
先　

９
月
10
日

（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募

用
紙
（
本
庁
地
域
ま
ち
づ
く
り

課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

直
接
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

地
域
ま
ち
づ
く

り
課
☎
21
‐
２
２
４
９
／
Ｆ
Ａ

▽
定
員　

両
日
と
も
に
40
人

▽
参
加
費　

２
千
円

▽
申
込
・
問
合
先　

８
月
20
日

（
月
）
～
９
月
20
日
（
木
）

産
業
振
興
課
☎
43
‐
９
２
１
３

◆
日
時　

10
月
28
日
（
日
）
９

時
～
16
時
（
予
定
）

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園

◆
内
容　

物
販
エ
リ
ア
の
出
店

者
を
募
集
。飲
食
物（
ア
ル
コ
ー

ル
販
売
は
不
可
）、
物
品
等
販

売
※
今
年
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
募
集　

40
区
画

◆
参
加
費　

３
千
円

◆
貸
出
費　

テ
ン
ト
１
区
画

３
千
円
（
サ
イ
ズ
２
間
×
１
・

５
間
）、
机
１
台
３
０
０
円
、

椅
子
１
脚
１
０
０
円

◆
提
出
書
類　

出
店
申
込
書
、

飲
食
物
販
売
申
請
書
（
保
健

所
）、
広
告
原
稿

◆
説
明
会　

９
月
24
日
（
月
）

19
時
～
国
府
公
民
館
（
惣
社
町

２
２
８
‐
１
）
で
開
催

※
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先　

８
月
25
日

（
土
）
～
９
月
14
日
（
金
）
ま

で
（
先
着
順
）
に
と
ち
ぎ
協
働

ま
つ
り
２
０
１
２
実
行
委
員
会

事
務
局
（
と
ち
ぎ
市
民
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
く
ら
ら
内
（
水
曜

日
休
館
））　

☎
20
‐
７
１
３
１

　

平
成
25
年
３
・
４
月
に
入
学

す
る
防
衛
大
学
校
等
各
種
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前

期
）

◆
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
の
方

◆
日
時　

１
次
試
験
11
月
10
日

（
土
）・
11
日
（
日
）

◆
試
験
会
場　

國
學
院
栃
木
教

育
セ
ン
タ
ー
（
栃
木
市
）
等

○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

◆
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
の
方

◆
日
時　

１
次
試
験
10
月
27
日

（
土
）・
28
日
（
日
）

◆
試
験
会
場　

宇
都
宮
地
方
合

同
庁
舎
（
宇
都
宮
市
）

○
看
護
学
生

◆
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
24

歳
未
満
の
方

◆
日
時　

１
次
試
験
10
月
20
日

（
土
）

◆
試
験
会
場　

宇
都
宮
地
方
合

同
庁
舎
（
宇
都
宮
市
）

☆
共
通
事
項

　

年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在

◆
受
付
期
間　

９
月
３
日（
月
）

～
10
月
１
日
（
月
）

◆
申
込
・
問
合
先

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
５
‐
25
‐
４
７
６
３

☆
市
営
住
宅

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
本
町
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅　

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸
（
20
歳
未
満
の

子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
申
込
住
戸
）

○
城
内
南
市
営
住
宅　

　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸
（
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込
住
戸
）

☆
高
齢
者
専
用
住
宅
（
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

※
高
齢
者
に
配
慮
し
た
設
備
・

仕
様
の
住
宅
で
、
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
生
活

援
助
員
）を
配
置
し
て
い
ま
す
。

○
川
原
田
市
営
住
宅　

　

２
Ｄ
Ｋ
１
戸
（
①
60
歳
以
上

くらしの窓

　
携
帯
や
パ
ソ
コ

ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

他
の
利
用
者
と
と
も
に
遊

べ
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
ト
ラ

ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

有
料
の
く
じ
を
引
き
、
決

め
ら
れ
た
組
み
合
わ
せ
の
完

成
に
よ
っ
て
希
少
な
ア
イ
テ

ム
を
入
手
で
き
る
ゲ
ー
ム
が

社
会
問
題
に
な
り
、
法
的
規

制
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
が
親
の

携
帯
電
話
を
使
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
を
し
、
ア
イ
テ

ム
獲
得
に
お
金
が
か
か
る
こ

と
が
分
か
ら
ず
多
量
に
入
手

し
て
高
額
な
請
求
が
来
た
、

ゲ
ー
ム
上
の
友
達
に
自
分
の

パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
え
た
た
め

に
ア
イ
テ
ム
や
ゲ
ー
ム
上
の

お
金
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
、
な
ど
様
々
な
事
例
が
あ

り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
仮

想
空
間
で
も
ト
ラ
ブ
ル
は
現

実
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
を
、
家
族
で
改
め
て

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町
☎
23
‐
８
８
９
９
）

消
費
生
活
基
本
計
画
検
討

委
員
会
公
募
委
員
募
集

入
居
者
募
集
情
報

糖
尿
病
予
防
教
室
参
加
者
募
集

の
単
身
者
②
60
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
③
双
方
ま
た
は
一
方

が
60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
世

帯
の
い
ず
れ
か
の
申
込
住
戸
）

家
賃
２
万
２
，
６
０
０
円
～
３

万
３
，
７
０
０
円
※
家
賃
の
他

に
負
担
金
や
駐
車
場
使
用
料
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

９
月
５
日（
水
）

～
11
日
（
火
）（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

◆
時
間　

８
時
30
分
～
17
時

◆
入
居
日　

10
月
１
日
（
月
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
募
集

家
族
介
護
者
の
集
い

「
秋
の
寄
せ
植
え
」　　

ぶ
ど
う
狩
り
＆
ジ
ャ
ム
作
り

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

と
ち
ぎ
協
働
ま
つ
り
２
０
１
２

　
　
　
　
　
　

出
店
者
募
集

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
気
を
付
け
て
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝費用　定＝定員
申＝申込・問合先　詳細は各団体等にお問い合わせください。

ラージボール卓球教室参加者募集
時９月 18 日～ 10 月 23 日の毎週火曜日（10 月９日
を除く全５回）18時30分～20時30分※体育館シュー
ズ、ラケット（お持ちの方のみ）　場 市総合体育館
対 市内在住・在勤者の初心者～中級者 40 人（先着
順）　 費１人１，０00 円（当日会場で納入）　申８
月 27 日（月）～９月７日（金）までにスポーツ振
興課☎ 25‐0930
秋のウォータースポーツフェスタ参加者募集
時９月 23 日（日）9 時 30 分～ 14 時 30 分　場谷
中湖親水ゾーンＢ駐車場先湖畔（渡良瀬遊水地内）
対小学生以上の一般の方（カヌーの１人乗りは小学
３年生以上）40 人　費チケット制で１枚 200 円（１
枚で１種目を１回体験可）　申９月１日（土）～ 14
日（金）まで電話で申込み。当日も受付しますが、
申込多数の場合は制限有り。藤岡地区体育協会事務
局（藤岡スポーツふれあいセンター内☎ 62 ‐
1301）

太極拳初心者教室参加者募集
時 10 月 25 日～ 11 月 29 日の毎週木曜日（全５回）
10 時～ 11 時 30 分※体育館シューズ、動きやすい
服装　場 西方総合文化体育館アリーナ　定 30 人
費１人 1,000 円（傷害保険、教材費込）※当日会
場で納入　申９月 28 日（金）までにスポーツ振興
課（総合体育館内）☎ 25‐0930 ／西方総合文化
体育館☎ 92 －9866 ※問合せのみの場合、栃木市
太極拳協会（影山☎ 31 ‐ 1017）　

わたらせスカイスポーツ体験フェスタ（熱気球）
時 10 月６日 ( 土 )　５：45 集合　６：20 熱気球搭
乗予定　対市内の小学生・保護者（２人１組）10 組。
（平成 19 年～ 22 年搭乗者は対象外）　費無料　申

９月 20 日（木）までに直接、FAX、メール（電話
は不可）のいずれかで申し込みください。※申込書
は藤岡総合支所か市のホームページからダウンロー
ド可。※応募多数の場合は、抽選会を行います。詳
しくは下記へ。

産業振興課☎ 62 ‐ 0906（電話での申込不可）
／ FAX62 ‐ 0918 ／ メ ー ル　f-sangyou04@city.
tochigi.lg.jp）

◆
日
時　

９
月
３
日
（
月
）
～

13
日
（
木
）

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
正
面

ロ
ビ
ー

◆
内
容　

犯
罪
や
交
通
事
故
の

被
害
者
の
方
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
や
支
援
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
県
お
よ
び

公
益
社
団
法
人
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ち
ぎ
と
の
共
催
に
よ

り
、
犯
罪
被
害
者
の
方
々
に
対

す
る
様
々
な
支
援
活
動
等
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
４
１

◆
日
時　

9
月
29
日
（
土
）
14

時
～
16
時

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館
（
旭

町
）

◆
対
象　

市
民
・
交
通
関
係
団

体
ほ
か
１
，
２
０
０
人

◆
内
容　

市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
交

犯
罪
被
害
者
等
支
援
巡
回
パ
ネ
ル
展

　

新
生
栃
木
市
第
３
回

　
　

交
通
安
全
市
民
大
会
開
催　

通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
り
、
交
通
事

故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
交
通
安
全
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
一
部
（
式
典
）、

二
部
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
伊

藤
咲
子
出
演
予
定
）

◆
費
用　

無
料

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
４
１

栃
木
市
・
皆
川
地
区

ふ
れ
あ
い
農
業
体
験

寺
尾
米
づ
く
り
体
験
教
室

２
０
１
２
秋
の
部
開
催　

高精細複製画完成記念シンポジウム

　かつて栃木に滞在したといわれる浮世絵師・喜多川歌麿の肉筆画大作「深
川の雪」「品川の月」｢吉原の花」（「雪月花」）は、栃木の豪商・善野伊兵衛（初
代釜伊）の依頼で制作され、明治 12（1879）年、栃木の定願寺に三幅そろっ
て展示されました。
　現在、「月」と「花」はアメリカの美術館に所蔵され、「雪」は行方が分かっ
ていません。市では「雪月花」三幅を再び本市に展示したいという思いから、
このたびフリーア美術館に所蔵されている「月」の高精細複製画を完成させ
るに至りました。これを記念して、フリーア美術館の日本美術統括責任者で

「品川の月」複製画　除幕
第１部　「品川の月｣ 完成記念講演会およびパネルディスカッション
　講師　ジェームス・ユーラック氏 ( フリーア美術館日本美術統括責任者）　
　　　　「品川の月」とフリーア美術館の日本美術コレクションについて
　講師　浅野秀剛氏（大和文華館館長・栃木市特別顧問）
　　　　歌麿筆、雪月花三幅を読む
第２部　記念講演会
　講師　山田五郎氏（編集者・評論家）
　　　　とちぎ歌麿まちおこし～市民を元気にするアート～

Freer Gallery of Art, Smithsonian Institution, Washington, DC: Gift of Charles Lang Freer, 
F1903. 54. 

   　10 月 14 日（日）13：30 ～ 16：05（予定）
                          　　　　　　栃木文化会館大ホール（旭町）

定員　1,000 名※要申込、先着順

　

皆
川
の
人
々
と
農
業
体
験
を

楽
し
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と

し
た
田
舎
の
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？

◆
日
時　

９
月
30
日
（
日
）
９

時
～
14
時
（
小
雨
決
行
）

◆
場
所　

皆
川
公
民
館
（
皆
川

城
内
町
）

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

稲
刈
り
、
さ
つ
ま
い

も
掘
り
、
も
ち
つ
き
（
※
詳
細

は
後
日
連
絡
。
な
お
、
農
作
物

の
生
育
状
況
な
ど
で
体
験
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

◆
費
用　

２
千
円
（
昼
食
・
お

土
産
付
）
※
未
就
学
児
は
無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

９
月
３
日

（
月
）
～
14
日
（
金
）
皆
川
地

区
街
づ
く
り
協
議
会
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会（
農
林
課
内
）

☎
21
‐
２
５
５
２

　

寺
尾
の
人
々
と
の
農
を
通
し

た
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、
疲
れ
た
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

９
月
30
日
（
日
）
９

時
30
分
～
13
時
30
分
（
小
雨
決

行
）

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

～
禁
煙
初
心
者
も
禁
煙
に
自

信
の
な
い
人
も
Ｏ
Ｋ
～

◆
日
時　

９
月
11
日
（
火
）　

10
時
～
11
時
30
分
（
受
付
時
間

９
時
40
分
～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
定
員　

20
人

◆
費
用　

無
料

◆
内
容　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症

チ
ェ
ッ
ク
、
講
話
「
禁
煙
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
」、
個
別
相

談（
禁
煙
開
始
日
の
設
定
な
ど
）

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

◆
場
所　

寺
尾
公
民
館
（
梅
沢

町
）

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

さ
つ
ま
い
も
掘
り
、

稲
刈
り
、
も
ち
つ
き
（
※
詳
細

は
後
日
連
絡
。
な
お
、
農
作
物

の
生
育
状
況
な
ど
で
体
験
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

◆
費
用　

２
千
円
（
昼
食
・
お

土
産
付
）
※
未
就
学
児
は
無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

９
月
３
日

（
月
）～
14
日（
金
）寺
尾
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局

（
農
林
課
内
）

                 

☎
21
‐
２
５
５
４

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

交
通
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
、
交

通
事
故
「
０
」
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

 

交
通
防
犯
課 

              

☎
21
‐
２
１
４
１

交
通
事
故
「
０
」
を
目
指
そ
う

秋
の
交
通
安
全
運
動　

９
月
21
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）

　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な

た
が
主
役
で
す
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
住
み
よ
い
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
た
め
、
交
通

入場無料

あるジェームス・ユーラック氏と、歌麿研究の第一人者で、市特別顧問でも
ある大和文華館館長の浅野秀剛氏のほか、ＴＶ番組などで幅広く活躍されて
いる山田五郎氏をお招きし、シンポジウムを開催します。
　10 月 12 日（金）～ 14 日（日）は特別に歌麿の肉筆画「女達磨図」「鍾馗図」

「三福神の相撲図」、歌麿が挿絵を手がけた狂歌絵本『春の色』を会館内展示
室に展示します。

※往復ハガキ・FAX・メールいずれかに「喜多川歌麿シンポジウム参加希望」と明
記し、①参加申込者の氏名（ふりがな）②申込者の郵便番号、住所、電話番号③
参加希望者名（１回の申込につき２人まで）を記入のうえ、 文化課（〒 328 －
8686 入舟町７－ 26 ／ FAX　23 ‐ 7059 ／メール bunka03@city.tochigi.lg.jp）
まで申し込みください。締め切りは 10 月５日（金）必着。

　
このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

 文化課 ☎ 21 ‐ 2426

市所蔵の歌麿肉筆画三点等も特別展示
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曜日 講　座　名 開催日 開催時間 回数 定員

月 ﾗﾃﾝ系ｴｸｻｻｲｽﾞ☆ ZUMBA 10/1 19:00 ～ 15 回 20 名
ｷﾚｲな字を書こう ! 書道 10/1 19:00 ～ 15 回 15 名

火

大人のたしなみ☆ゴルフ 9/25 19:30 ～ 12 回 20 名
ｴｸｻｻｲｽﾞ的☆火曜ヨガ 10/2 19:00 ～ 15 回 20 名
ｽﾃｷに包む☆ラッピング 10/2 19:00 ～ 8 回 15 名
香りを日常に☆ｱﾛﾏｾﾗﾋﾟｰ 1/15 19:00 ～ 5 回 15 名

水
伝統美をまとう☆着付 10/3 18:30 ～ 10 回 15 名
はっぴぃ～ﾌﾟﾚｲ ! テニス 9/19 19:00 ～ 15 回 20 名
魅力度アップ ! ｸﾘｽﾀﾙﾖガ 10/10 19:00 ～ 10 回 20 名

木

自分をｷﾚｲに ! ﾒｲｸｱｯﾌﾟ 1/24 19:00 ～ 5 回 15 名
世界を広げよう ! 英会話 9/20 19:00 ～ 15 回 15 名
元気ﾊﾂﾗﾂｩ～☆ｴｱﾛﾋﾞｸｽ 10/4 18:30 ～ 15 回 20 名
みんなで歌おう☆ｺﾞｽﾍﾟﾙ 1/10 19:30 ～ 3 回 20 名

金
手作りを食卓に☆料理 10/5 18:30 ～ 15 回 15 名
お花で華やかに ! 華道 10/12 18:30 ～ 10 回 15 名
南国の踊り☆タヒチアン 10/5 19:00 ～ 10 回 15 名

土
癒し系ストレッチ系ヨガ 10/13 14:00 ～ 10 回 20 名
持久力 Up!! 太極拳 10/6 13:30 ～ 8 回 15 名
年越しに向け☆そば打ち 10/27 14:00 ～ 3 回 15 名

集う♪学ぶ ♪ 愉しむ♪
大平勤労青年少年ホーム

後期講座受講生募集
講座期間　9 月～ 2 月（講座により回数が異なります）
時　　間　18 時 30 分～ 21 時（講座によって開催場所・時間が異
　　　　　なります）
受講資格　市内在住か在勤の 35 歳位までの青少年
受 講 料　無料（ただし教材費などは自己負担ほか利用者会費500円）
応募方法　ホーム備え置きの申込用紙で申し込みください。
募集期間　8 月 27 日（月）～（先着順 )
受付時間　平日 13 時～ 21 時まで　土曜 13 時～ 16 時 30 分まで
講座開始　9 月 19 日（水）から随時（受付時に日程表を配布）
そ の 他　講座によって開催場所が異なります。
　　　　　土曜ヨガは 14 時から、氣功・太極拳は 13 時 30 分か
　　　　　らの隔週土曜日開催です。

お早めに申し込みください。

　無料就労支援相談会を開催
（就労に関する青少年個人やご家族の方からの相談も受け付けます）

対 象 者　未就職者、求職者、転職希望等に悩んでいる方。市内在
　　　　　住もしくは在勤で 40 歳位までの方
開 催 日　9 月または 10 月中実施予定（日程は相談に応じます）
場 　 所　市大平勤労青少年ホーム 2 階会議室
申込期間　8 月 27 日（月）～ 9 月 7 日（金）まで、ホームに申し込
　　　　　みください。
　相談は、とちぎジョブモールキャリアカウンセラー及び、とちぎ
県南若者サポートステーションの相談員が無料で行います。
　※秘密は厳守します。お気軽に問い合わせください。

　問合先　大平勤労青少年ホーム（大平町蔵井 2002 ‐ 1 ／☎ 43 ‐ 5191）　

曜日 時間 講座名（講師名） 期　日 定員 費用

火 午前 グラスアート講座（森　政美） 9/18 20 名 1,800 円
シースルークレイ講座（森　政美） 10/16 20 名 2,000 円

水

午後 カラ―セラピー・色彩心理講座（臼井千恵美） 9/19、10/3・17 10 名 全回で 2,500 円

夜

プリザーブドフラワー講座（赤井栄子） 10/3・10・17 15 名 各回◎ 1,500 円
押し花講座（山田加代子） 10/3・10・17 10 名 各回◎ 500 円 ~1,500 円
浴衣の着装講座（落合洋子） 9/26、10/10・17 15 名 無料
誰にでもできる詩吟講座（川上由佳） 9/19・26、 10/3・10 無 無料
木の実とスパイスのクラフト講座（木下順子） 9/19、10/17 10 名 各回◎ 1,500 円 ~2,000 円

金 午前 香りの花せっけん講座（森　政美） 10/5 20 名 1,500 円
午後 はじめてのウクレレ体験講座（谷中　敦） 9/14・21 15 名 無料

土 午前
押し花講座（山田加代子） 10/6・13・20 10 名 各回◎ 500 円 ~1,500 円
はじめての水墨画講座（大川洋右） 9/15、10/6・20 10 名 無料
はじめてのオカリナ講座（木村けい子） 9/15・29、10/13 25 名 無料

午後 陶芸講座（都賀陶遊会） 10/6・20 15 名 全回で 500 円

　生涯学習を支援する体験講座を開催します。講座
では、市民講師や地元のサークル等が無償で講師を
していただきます。
　【教材費等の実費は受講者負担（講座初回支払）
となります】
◆場所：都賀公民館（都賀町原宿）（陶芸講座は、
大柿コミュニティセンター（都賀町大柿））◆時間　
午 前 10：00 ～ 12：00　 午 後 13：30 ～ 15：30
夜　19：00 ～ 21：00 ◆対象：市内在住、在勤の
方◆申込期間：９月３日（月）～ 11 日（火）　日
曜日を除く

都賀生涯学習市民参加型事業

都 賀 体 験 講 座

◆申込方法：直接または電話で、都賀公民館☎
27-5050 へ（各講座先着順）
※詳しい講座の内容・持ち物等は、各公民館・図
書館・文化会館等にある講座案内一覧をご覧くだ
さい。（費用欄の◎は１回だけ参加も可能です）

「
栃
木
市
民
大
学
」
プ
レ
開
講

　

充
実
し
た
生
涯
学
習
を
実
践

で
き
る
よ
う
「
郷
土
」「
ま
ち

づ
く
り
」「
市
民
協
働
」「
現
代

社
会
」「
健
康
・
医
療
」
の
５

つ
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。  

　

◆
開
講
日
（
第
１
回
目
）
10

月
19
日
（
金
）　

18
時
30
分
～

20
時
。
市
外
の
方
も
受
講
で
き

ま
す
◆
80
名
◆
千
円
◆
９
月
３

日
（
月
）
か
ら
受
付
開
始
。

※
詳
細
は
、
班
内
回
覧
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課

 

☎
21
‐
２
７
０
５
・
２
７
０
６

グ
ッ
ズ
の
お
土
産
付
）

勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
講
座

　

○
風
水
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

　

９
月
29
日
（
土
）
10
時
30
分

～
12
時
30
分
、
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す

◆
対
象
は
女
性
勤
労
者
◆
定
員

20
名
◆
教
材
費
千
円
（
美
容

　

○
婚
活
サ
ロ
ン

　

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
メ
イ
ト
☆
が

個
別
面
談
で
あ
な
た
の
魅
力
再

発
見
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

◆
９
月
30
日
（
日
）
10
時
～

申
し
込
み
時
に
希
望
時
間
予
約

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
◆

対
象
は
25
～
45
歳
の
独
身
男
性

勤
労
者
◆
定
員
10
名
◆
費
用
千

円★
共
通
事
項　

　

◆
申
し
込
み
、
９
月
２
日
～

（
先
着
順
）、
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー　

☎
27
‐
７
１
４
０

健
康
運
動
教
室
（
養
生
気
功
）

　

中
国
４
千
年
の
伝
統
を
今
に

伝
え
る
気
功
で
す
。
呼
吸
で
身

体
の
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
こ
と
に
よ
り
内
臓
や
心
の
平

安
、
平
常
、
均
衡
を
保
ち
、
健

康
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

◆
９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、

10
月
２
日
、
16
日
、
30
日
、
11
月

６
日
、
13
日
の
火
曜
日　

全
８

回　

９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

大
平
隣
保
館
で
。
◆
市
内
在
住

者
◆
定
員
30
名
◆
無
料
◆
申
し

込
み
、８
月
20
日
～
31
日
ま
で
、

大
平
隣
保
館
☎
43
‐
６
６
１
１

国
際
交
流
協
会
語
学
教
室

　

◎
初
級
英
会
話
教
室
（
午
前

ク
ラ
ス
）
10
月
１
日
～
３
月
25

日
毎
週
月
曜
日
（
全
20
回
）
10

時
～
11
時
30
分
◆
講
師　

デ

ミ
エ
ン　

ク
ル
ッ
ク
ス
さ
ん

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）
◆

受
講
料　

２
万
円

　

◎
初
級
英
会
話
教
室
（
夜
ク

ラ
ス
）
10
月
２
日
～
２
月
26
日

毎
週
火
曜
日
（
全
20
回
）　

19

時
～
20
時
30
分
◆
講
師　

セ
ー

ラ 

キ
シ
ッ
ク 

ス
キ
ー
ル
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
◆
受
講
料　

２
万
円

　

◎
ハ
ン
グ
ル
基
礎
入
門
、　

10
月
12
日
～
３
月
15
日
毎
週

金
曜
日
（
全
20
回
）
18
時
30

分
～
20
時
◆
講
師　

金
慶
子

さ
ん
（
韓
国
出
身
）
◆
受
講

料　

２
万
円
◆
テ
キ
ス
ト
代　

２
５
０
０
円
程
度

　

◎
は
じ
め
て
の
中
国
語
会

話
、
10
月
５
日
～
３
月
８
日
毎

週
金
曜
日
（
全
20
回
）
19
時
～

20
時
30
分
◆
講
師　

谷
原
季
句

英
さ
ん
（
中
国
出
身
）
◆
受

講
料
２
万
円
◆
テ
キ
ス
ト
代　

２
３
０
０
円
程
度

　

◎
太
極
拳
教
室
、
10
月
２
日

～
２
月
26
日
毎
週
火
曜
日
（
全

20
回
）
19
時
～
20
時
30
分
◆
講

師　

柏
倉
芳
枝
さ
ん    

（
栃
木

市
太
極
拳
協
会
所
属
）
◆
受
講

料　

１
万
円

　

◎
初
級
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
、　

10
月
３
日
～
12
月
19
日
毎
週
水

曜
日
（
全
12
回
）
18
時
30
分
～

20
時
◆
講
師　

ロ
メ
ロ　

レ
ス

発見の森セミナー
古事記誕生 1300 年
　～神々の伝承～

　

平
成
24
年
は
「
古
事
記
」
撰
上

１
３
０
０
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

神
代
の
理
想
が
現
代
に
息
づ
い
て
い

る
国
「
日
本
」。
今
、
１
３
０
０
年

の
時
を
超
え
て
、
私
た
ち
祖
先
の
心

を
尋
ね
学
び
ま
し
ょ
う
。

第
１
回　

神
々
の
誕
生

第
２
回　

死
者
の
国
か
ら
の
黄
泉
が

　
　
　
　

え
り

第
３
回　

天
の
石
屋
戸
こ
も
り

第
４
回　

天
孫
降
臨

　

９
月
25
日
（
火
）、10
月
２
日
（
火
）、

９
日
（
火
）、
16
日
（
火
）
い
ず
れ
も

13
時
45
分
～
15
時
15
分
、
國
學
院
大

學
栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
講
師
は
、
國
學
院
大
學
栃
木
短

期
大
学
日
本
文
化
学
科
教
授
田
沼
眞

弓
氏
。
定
員
は
20
名
で
市
外
の
方
も

受
講
で
き
ま
す
。受
講
料
は
３
千
円
、

９
月
４
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始
。

 

生
涯
学
習
課

　
　

☎
21
‐
２
７
０
５
・
２
７
０
６

リ
ー
さ
ん
（
ペ
ル
ー
出
身
）

受
講
料　

１
万
２
千
円

　

◎
楽
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
入

門
、　

10
月
４
日
～
３
月
21
日

第
１
・
３
木
曜
日
（
全
12
回
）

18
時
30
分
～
20
時
◆
講
師　

小

幡
君
枝
さ
ん
（
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
・
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
）
◆
受

講
料　

１
万
２
千
円

☆
共
通
事
項
◆
場
所　

市
民
会

館
◆
対
象　

高
校
生
以
上
。
市

外
の
方
も
可
◆
定
員　

20
名
◆

そ
の
他　

同
協
会
会
員
は
、
受

講
料
が
２
割
引
。
協
会
会
員
に

は
、
講
座
初
日
に
入
会
で
き
ま

す
。（
年
会
費
個
人
２
千
円
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
３
千
円
） 

　

◆
申
込
、
問
合
先　

９
月

３
日
（
月
）
か
ら
受
付
開

始
。
栃
木
市
国
際
交
流
協
会

（
〒
３
２
８
‐
０
０
３
１
日
ノ

出
町
14
‐
６
栃
木
公
民
館
内
☎

25
‐
３
７
９
２
）
へ
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

　
「
一
笑
一
若
！
笑
っ
て
こ
こ

ろ
元
気
」
を
テ
ー
マ
に
松
本
光

正
氏
（
医
師
・
笑
い
学
会
講
師
）

が
講
演
し
ま
す
。
◆
日
時　

９

月
28
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15

時
◆
場
所　

藤
岡
公
民
館
（
藤

岡
町
藤
岡
）
◆
対
象　

市
内
在

住
の
希
望
す
る
方
50
名
◆
費
用　

一
笑
一
若
！
笑
っ
て
こ
こ
ろ
元
気

笑
い
の
講
座

　

後
期
講
座
（
10
月
～
平
成
25

年
３
月
）
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

　

▽
健
康
料
理
教
室
＝
毎
月
第

２
水
曜
日
10
時
～
12
時
▽
男
の

料
理
教
室
＝
毎
月
第
４
火
曜
日

10
時
～
12
時

　

▽
気
功
体
操
教
室
＝
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
14
時
～
16
時

◆
各
講
座
先
着
30
人
◆
健
康
料

理
、
男
の
料
理
教
室
は
材
料
費

無
料
◆
申
し
込
み
、　

９
月
３

日
（
月
）
～
25
日
（
火
）

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４　

実
費
、
３
教
室
と
も
園
利
用
料

が
か
か
り
ま
す
◆
申
し
込
み

は
、
９
月
１
日
（
土
）
～
８
日

（
土
）、
直
接
同
園
へ
（
電
話
に

よ
る
受
付
は
し
ま
せ
ん
）。

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

　
　
　
　
　

☎
22
‐
０
３
３
３

　
　
（
木
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
９月 20 日（木）13 時 30 分～ 栃

木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意欲のある 60 歳以上
の方 問い合わせはお住まいの地域の
事業所へ。栃木事務局☎ 23‐ 4165
▽藤岡事業所☎ 62‐ 1534 ▽都賀事
業所☎ 27‐ 8812 ▽大平事業所☎ 43
‐ 0155 ▽ 西 方 事 業 所 ☎ 92‐ 8390
※除草・塗装のできる方大募集（経験者、
興味のある方は参加ください）

シルバー人材センター刃物研ぎ
９月19 日（水）９時～ 12 時（申込み

は 12 時まで）※雨天中止 蔵の街広場
（万町） 包丁類 300 円～、刈込はさ
み 500 円～、修理 100 円～ シルバー
人材センター栃木事務局☎ 23‐ 4165

初級朗読講習会
10 月５日～ 11 月 30 日（毎週金曜日）

９時 30 分～ 11 時 30 分 栃木保健福
祉センター（今泉町２丁目） 朗読に興
味がある方、朗読ボランティアを目指
したい方 視力障がいのある方へ広
報紙や印刷物を朗読して、テープなど
に録音し情報を伝えるボランティアを
養成する 15 人（先着順） 無料
社会福祉協議会☎ 22 ‐ 4457

傾聴ボランティア養成講習会
９月 21日（金）、28 日（金）、10 月４

日（木）10 時～ 15 時 栃木保健福祉
センター（今泉町２丁目） 市内在住で、
傾聴ボランティアに興味のある方 傾聴

（相手の話（気持ち）に耳を傾け、共感
し受け止める）作法を学び、傾聴ボラ
ンティアとして活動することを目指す
42 人（先着順） 無料 ８月 23 日（木）
～９月７日（金）社会福祉協議会☎ 22
‐ 4457

平成 24 年度応急手当講習会
９月３日（月）９時～ 12 時 30 分

大平地域福祉センター（ふるさとふれ
あい館／大平町真弓） 市民 心肺

蘇生法、ＡＥＤの使用法、止血法等の
習得および救急車到着までの応急手
当の重要性を学ぶ※終了後、修了証を
発行 市消防大平分署 20 人（先着
順） 無料 ８月１日（水）～ ８月27
日（月）社会福祉協議会大平支所☎ 43
‐ 0294

栃木市市民活動 推 進事業「とちぎ 夢
ファーレ」そば打ち道場

９月15 日（土）９時～ 10 時 30 分※
エプロン、布巾、持ち帰り容器を持参し
てください 皆川公民館（皆川城内町）

1,100 円（材料費） ９月13 日（木）
までめんず来楽部会長／青木☎ 090 ‐
1453 ‐ 1038

第 33 回栃木市栃木文化祭市民囲碁大会
10 月14 日（日）９時 20 分～９時 40

分（受付時間） 栃木文化会館（旭町）
市内および近隣市町在住の方 ハ

ンデ戦（詳細は当日説明）、優勝者に
は賞状と賞品、入賞者には賞品、全員
に参加賞を進呈 1,500 円（昼食、飲
み物付／当日受付で支払） 日本棋院・
栃木支部道場（泉町）☎ 22 ‐ 7875
／受付時間 14 時～ 17 時

平成 24 年度文化遺産を活かした観光
振興・地域活性化事業「きもの礼法教室」

８月17 日（金）～隔週金曜日 19 時
～ 吹上公民館（ 吹 上 町） 性別、
年齢等制限なし 浴衣の着付けと礼法

（持ち物は初回に説明） 20 人 無料
相田由利子☎ 31 ‐ 2190

第 19 回日光水墨画会作品展
９月７日（金）～９日（日）９時 30 分

～ 17 時 30 分※９日は 16 時 30 分まで
栃木文化会館（ 旭町） 無料 日

光水墨画会主宰／酒巻☎ 22 ‐ 2064

栃木市市民活動 推 進事業「とちぎ 夢
ファーレ」第 12 回蔵の街うたごえ喫茶

９月 29 日（土）14 時～ 16 時 第四
地区コミュニティーセンター（旭町）
どなたでも バラが咲いた、この広い
野原いっぱい、芭蕉布等 300 円（飲
み物・歌集代） 蔵の街うたごえ実行
委員会／岩川☎ 24 ‐ 5868 ／臼井☎
24 ‐ 1954

第 14 回清水登之顕彰会　
平成 24 年度記念講演会

９月９日（ 日）13 時 30 分 ～ 16 時
30 分 栃木文化会館（旭町） 60 人

無料 清水登之顕彰会事務局／志
鳥☎ 27 ‐ 5180

敬老の日　おじいちゃん、おばあちゃ
んのプレゼントをつくろう！

９月15 日（土）10 時 30 分～ 11 時
30 分 とちぎおもちゃ図書館（栃木保

健福祉センター内／今泉町２丁目）
無料 NPO 法人たんぽぽの会（とちぎ
おもちゃ図書館／山下☎ 090 ‐ 6542
‐ 3384）

鈴木賢二研究会 15 周年記念事業　親
と子の版画ワークショップ

９月 29 日（土）10 時 30 分～ 12 時
30 分 とちぎ蔵の街観光館（万町）
市内の親子 20 組 １組 500 円（版画
の材料代） 鈴木賢二研究会／鈴木☎
22 ‐ 1093

鈴木賢二研究会 15 周年記念事業　シン
ポジュウム（とちぎと世界をつなぐ版画）

９月 30 日（日）13 時 30 分～ 16 時
30 分 とちぎ蔵の街観光館（万町）
栃木市民 80 人 無料 鈴木賢二研究
会／鈴木☎ 22 ‐ 1093

藤岡社会登録団体「ともそだち」講座
10 月10 日、17 日、24 日（水）全３

回 10 時～ 12 時 藤岡公民館（藤岡町
藤岡） どなたでも 20 人 「ゴード
ン博士のコミュニケーション講座　初
級編」親業の基本を体験学習 6,300
円（ワークブック含） 「ともそだち」
会長／石澤☎ 090 ‐ 2648 ‐ 8547

無料調停相談会
９月18 日（火）10 時～ 15 時 栃木

公民館（日ノ出町） 交通事故、土地・
家屋、サラ金、隣家とのトラブルなど、
離婚、離縁、相続、家庭内・親族との
トラブルなど 無料 宇都宮地方・家
庭裁判所栃木支部☎ 23 ‐ 0225

戦没者遺児による慰霊友好親善事業参
加者募集
　 先の大戦で父等を亡くした戦没者
の遺児 旧戦域を訪れ慰霊追悼を行う
とともに、同地域の住民の方と友好親
善を図る ９万円 日時、訪問地域等
詳細は（財）日本遺族会事務局☎ 03 ‐
3261 ‐ 5521、申込は栃木県遺族会
☎ 028 ‐ 622 ‐ 3180

防災フェスタ開催
８月 26 日（日）９時 30 分～ 15 時

30 分（小雨決行） 藤岡町都賀アクティ
オテクノパーク 地域住民他 災害に
備えた防災訓練・体験（初期消火、ＡＥ
Ｄ、起震車、消防車）や防災セミナー
等の開催 無料 「藤岡町防災フェス
タ 2012 アクティオ」実行委員会（株）
アクティオ内☎ 03 ‐ 6854 ‐ 2020

介護研修開催
９月14 日（金）13 時 30 分～ 15 時

30 分（13 時受付開始） 栃木文化会
館（旭町） 介護職員、介護支援専門員、
病院関係者、家族等を介護されている
方 介護技術／移動・移乗介助…講師

＝介護福祉士等、口腔ケア教室…講師
＝歯科衛生士 70 人（先着順） 無
料 ジャパンケア栃木吹上／神谷☎ 30
‐ 1381 ※動きやすい服装

第 37 回日本自殺予防シンポジウム　ふ
れあうこころ～ひびきあいを求めて～

９月８日（土）13 時 30 分～ 17 時
とちぎ健康の森（宇都宮市） 基調講
演「闇の中…あなたの声がひかりに変
わるとき」辻惠介氏（武蔵野大学人間
科学部教授）、シンポジウム「ふれあい・
ささえあいとは…」 無 料 社会福
祉法人栃木いのちの電話事務局☎ 028
‐622‐7970 ／ FAX028‐902‐1030

一般特定疾患医療生活相談会
10 月３日（水）14 時～ 16 時 下

都賀庁舎（神田町） 「自宅ででき
る簡単口腔リハビリ」 小島理沙子氏

（緑の屋根診療所言語聴覚士）申 10
月１日（月）までに県栃木健康福祉セ
ンター保険衛生課（神田町／☎ 22 ‐
4121 ／ FAX22 ‐ 7697）

身体障がい者巡回相談
10 月11日（木）14 時～16 時

栃木保健福祉センター（今泉町２
丁目） 主に身体障がい（肢体不
自由）のある方※申込み多数の場
合先着順 とちぎリハビリテーショ
ンセンターが医師（整形外科）とリ
ハビリ専門職による相談会（障が
いについての医療相談・リハビリ相
談など）を行います ９月27 日（木）
まで下記へ問い合わせください。

 社会福祉課 ☎ 21‐2424
 健康福祉課 ☎ 45‐1788
 健康福祉課 ☎ 62‐0904
 健康福祉課 ☎ 29‐1103
 健康福祉課 ☎ 92‐0309

　10 月１日現在で『就業構造基
本調査』を実施します。
　この調査は、全国から抽出され
た約 47 万世帯の 15 歳以上の方
を対象に、就業・不就業の状態を
調べ、その結果は、国や地方公共
団体が実施する各種雇用政策など
に利用されます。
　調査の対象となっ
た世帯には統計調査
員が伺いますのでご
協力をお願いします。
　なお、この調査は統計目的以外
には一切使用しません。

  総合政策課 ☎ 21 ‐ 2405

就業構造基本調査に
　　ご協力ください
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＝日時　 ＝会場　 ＝料金　 ＝定員　 ＝チケット　 ＝プレイガイド　 ＝申

し込み　 ＝開場　 = 開演時間　 ＝託児サービス　 ＝電話予約　 ＝問い合わせ

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県内の

　小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健

　福祉手帳の交付を受けている方と介助者1名、

　未就学児は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3―23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。当館で駐車
　場の無料券をお渡しします。

◆栃木県内巡回公演
　サンリオファミリークラシック

　リボンの国の音楽会
12 月 23 日（ 日 ） 13:30  

14:00　  大ホール　  1,200 人（未
就学児の入場可）　  全席指定（税込）
大人 1,500 円 / 子ども 500 円　 8
月 30 日（木）発売開始　  市内文化
会館、西方公民館、イープラス、セブ
ンチケット
　※ファミリーでお楽しみいただける
クラシックコンサートです。小さなお
子さま連れのお客様は、みなさまが演
奏をお楽しみいただけるよう、ご理解
とご協力をお願いします。　  有り

（有料）
　◆音楽朗読劇「薔薇は生きてる」
　大正～昭和初期、短い時間を駆け抜
けた天才少女・山川彌千枝の遺稿集「薔
薇は生きてる」を島田歌穂主演で舞台
化　  9 月 15 日（土）　 16:30　

17:00　  小ホール　  400 人　
 全席指定 3,000 円　  市内文化会

館、西方公民館、イープラス
※未就学児の入場はご遠慮ください。

 有り（有料）
　◆天河栃木公演 2012
　和太鼓・横笛・二胡などが融合す
る新しいサウンドをご堪能ください。
8 年ぶりの栃木市公演 !  10 月 27
日（土）　  18:00　　 18:30　   大
ホール  1,200 人　  全席自由（税
込）　一般 3,000 円　小・中・高校生
1,000 円 8 月 26 日（日）発売開始　

★
お
は
な
し
広
場【

10
時
30
分
～
11
時
】

9
月
８
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　
「
ル
ラ
ル
さ
ん
の
に
わ
」
他

９
月
22
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　
「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
」
他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

９
月
15
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
未
就
園
児

★
点
字
体
験
講
座

　
　
　

～
点
字
を
書
い
て
み
よ
う
～

点
字
に
つ
い
て
の
知
識
と
体
験
の
講

座９
月
12
日
（
水
）
10
時
30
分
～
12
時

　

場
所　

２
階
・
会
議
室

　

講
師　

大
平
町
点
字
の
会
「
ど
ん

　
　
　
　

ぐ
り
」

　

対
象　

一
般

　

定
員　
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名
（
受
付
順
）

　

受
付　

８
月
21
日
（
火
）
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
に
て

　

共
催　

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

★
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

　

～
語
り
人
稗ひ
え
た
り
ょ
う
こ

田
遼
子
が
語
る
大
平

民
話
～

朗
読
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
稗
田
遼
子
氏

に
よ
る
大
平
町
の
民
話
（
伝
説
・
昔

話
）
他
の
朗
読
会

９
月
30
日
（
日
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

小
学
生
以
上

　

定
員　

45
名（
整
理
券
要
・
受
付
順
） 　

受
付　

８
月
21
日
（
火
）
か
ら
直

　
　
　
　

接
ま
た
は
電
話
に
て

★
お
は
な
し
会

　
「
た
ぬ
き
の
お
つ
き
み
」、「
お
つ

き
さ
ま
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と
も
だ
ち
」
他

９
月
１
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

こ
ど
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ど
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し
ょ
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つ

★
工
作
教
室
「
ご
ほ
う
び
メ
ダ
ル
つ

く
り
」

９
月
15
日
（
土
）
14
時
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15
時

※
お
は
な
し
会
、
工
作
教
室
と
も

　

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

　

参
加
費　

無
料

★
今
月
の
お
す
す
め
本

○
栃
木
県
優
良
推
奨
図
書

・「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
少
女
マ
ジ
ャ

ミ
ン
」

・「
ア
ル
フ
レ
ー
ト
の
時
計
台
」

・「
動
物
の
死
は
、
か
な
し
い
？
」

・「
県
庁
お
も
て
な
し
課
」

・「
世
界
の
国　

１
位
と
最
下
位
」
他

別
置
き
に
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会

９
月
15
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は

な
し
☆
き
ら
ら
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会
で
す
。

　

９
月
の
テ
ー
マ
は
「
秋
」
と
「
運

動
会
」
で
す
。
本
を
読
み
な
が
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
る
本
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
休
館
の
お
知
ら
せ

藤
岡
図
書
館･

都
賀
図
書
館･

西
方
分
館

17
日
（
月
・
祝
）
は
開
館
し
、
翌
18

日
（
火
）
は
休
館
し
ま
す

（
大
平
図
書
館
は
、
17
日
（
月
・
祝
）

18
日
（
火
）
と
も
に
開
館
し
ま
す
）

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

  市内文化会館、西方公民館、イー
プラス
※未就学児の入場はご遠慮ください。

 有り（有料）

　　夏休み子どもフェスタ in つが
  8 月 26 日（日）　9:00 ～ 15:00
 ハートホール　  800 人（映画会）

性別、年齢等制限なし ◆映画会　「ク
レヨンしんちゃん」～嵐を呼ぶ！オラ
と宇宙のプリンセス～
10 時上映　  こども 300 円（前売
り 200 円）おとな　600 円（前売り
500 円）　  7 月 28 日（土）前売販

ポーラ文化研究所コレクション
扇物語－貴婦人が愛した扇の世界－

● 8 月 11 日（土）～９月 30 日（日）
●開館時間　9 時～ 17 時（入館は
16 時 30 分まで）
●休館日　毎週月曜日　( 祝日の場
合は開館し、翌日休館 )

　サロン文化の隆盛とともに貴婦人た
ちの装いに欠かせない存在として、生
活の多くのシーンに登場した扇。その

後、各時代の美術や服装の様式にあわ
せ、様々な素材や装飾を用いた多彩
な扇が次々と制作されます。本展で
は 18 世紀から 20 世紀初頭にかけて
の華麗なヨーロッパの扇を各時代の
ファッション画とともに紹介します。
◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　9 月 8 日（土）、22 日（土）
　　　　各日 14 時～
　※観覧券をお求めのうえ、美術館受
　　付までお集まりください。
◎講演会　「貴婦人を彩ったヨーロッ
パの扇とメークアップ＆ヘアモード」
◆講師　津田紀代（ポーラ文化研究所
　　　　主任学芸員）
◆日時　9 月 9 日（日）14 時～
◆場所　小山高専サテライト・キャン
　　　　パス　スタジオ２（倭町14―1）
◆定員　40 名（先着順）
◆入場無料

◆大平文化祭の参加者募集
 11 月３日（土・祝）、４日（日）
 大平文化会館及び周辺施設

①展示部門（市民活動の作品展示と作
品即売及び体験コナーなど）
②ステージ部門（日頃の成果発表、音

楽祭・ダンス祭・演芸祭など）
③模擬店（営利目的・宗教団体・政治
活動は不可）
④文化祭実行委員の公募は、１０名程度
で文化祭等のイベントに興味のある方
申込資格　主な活動拠点が大平町地域
の団体及び個人

９月 15 日（土）17：00 までに同
館事務局（☎４３ ‐ ５２３１）へ
                         予定表　

大平文化会館メインホール
10/28（日） 音楽祭

11/3（土） ダンス祭
11/4（日） 演芸祭

11/17（土） 民謡・民舞発表
11/18（日） 舞踊発表会
11/25（日） カラオケ発表会

大平公民館・大平体育館ほか
11/3（土）
11/4（日） 作品展示会他（模擬店）

◆谷村新司トーク＆ライブキャラバン
　「ココロの学校」

　～音で始まり、歌で始まる～　
 9 月 8 日（ 土 ）　 18:00 ～　 未

就学児の入場はご遠慮ください　   
980 名　　  全
席 指 定 5,500
円好評発売中
　 共 演 市 立
藤岡小学校６
年 生 の 皆 さ
ん。谷村新司
が「日本中を

元気にしたい」とココロの校長先生と
なって全国を巡るツアーがやってく
る。温かいおしゃべりと名曲の数々を
お楽しみください。

売開始　  市内文化会館
◆体験コーナー＆ゲームコーナー　
　トランプマジック遊び、オカリナ体
験、ストラックアウト、射的、輪投げ　他
◆ロビーコンサート
　ゴスペルコンサート、オカリナコン
サート、マジックショー
◆野外模擬店
　午前 9 時～　かき氷、フランクフ
ルト、やきそば　他
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けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

○スマイル・スマイル～親子でお友だ
ちつくり～

９月７日（金）10 時～ 11 時 30 分
（時間内参加自由） ３か月～１歳５
か月児と保護者 敬老の日のプレゼ
ント作り～コスモスからこんにちは～
○わくわくたいむ

９月８日（土）14 時～ 15 時 30 分
（時間内参加自由） 4 歳児以上
敬老の日のプレゼント作り～カラフル
ティッシュカバー～
○子ども用品リサイクル

９月12 日（水）10 時 30 分～ 14
時 老人福祉センター泉 寿園（ 児
童館１階） ０歳～小学生の洋服
等（ リサイクル品 ） を 無 料でおゆ
ずりします（ ※引き取りはしませ
ん）。子どもの遊びコーナーありま
す エコバッグ
▼お知らせ　いまいずみ児童館は
休館。
○にこにこたいむ～ 親子でお友だ
ちつくり～

９月14 日（金）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） １歳６か月以
上の未就園児と保護者 敬老の日の
プレゼント作り～コスモスからこんに
ちは～
○ 10 月のママといっしょ

「おはなしごっこ」
９月18 日（火）～ 10 月２日（火）

※４クラス共通
◇うさぎクラス（６～ 11 か月児と保護
者） 10 月19 日（金）10 時 30 分
～ バスタオル
◇くま①クラス（１歳～１歳５か月児と
保護者） 10 月 23 日（火）10 時
30 分～
◇くま②クラス（１歳６か月児～１歳
11 か月児と保護者） 10 月 23 日

（火）11 時 15 分～
◇ぞうクラス（２歳以上の未就園児
と保護者） 10 月 26 日 ( 金 )10 時
30 分～ クレヨン
○リトミックワールド～リズムに合わ
せて心と身体を育てよう～

10 月 30 日（火）10 時 30 分～
１歳６か月以上の未就園児と保護者
20 人（定員を超えた場 合は抽選）

クレヨン、 Ｂ４判の画用紙 帳※
軽装でお越しください ９月18 日

（火）～ 10 月２日（火）
ともに 無料 電話または直接いま
いずみ児童館へ

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○敬老の日のプレゼント作り
９月８日（土）10 時～ 11 時 30 分
４歳児以上 20 人 香りのお守り

作り＆お手紙※手紙は郵送します
９月１日（土）～
○親子ビクス

９月10 日（月）10 時～ 10 時 45
分 １歳以 上の 未就園児と保護者
25 組（ 先 着順 ） 大 橋 光 子氏
タオル、飲み物、動きやすい服装

９月３日（月）～
○ぺたぺた記念日

９月 12 日（水）10 時～ 11 時 30

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
９月４日・25 日（火）10 時 30 分

～ 11 時 30 分 大平みなみ児童館
乳幼児 （４日）ボール遊び、（25 日）
お魚製作 なし 無料 不要
○赤ちゃんサロン

９月 20 日・27 日（ 木 ）10 時 30
分～ 11 時 30 分 大平みなみ児童館

０歳児 20 組 ふれあい遊び、マ
マ同士のおしゃべり、身長・体重測定

（20 日のみ） 無料 受付中
○ベビーマッサージ

10 月11日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分 大平みなみ児童館 ０歳
児 15 組 今年度初めての方のみ、
ホホバオイルを使用したマッサージ
阿部淳子氏 大きめのバスタオル
無料 ９月11日（火）～（先着順）
○普通救命講習会（ＡＥＤ）

11 月８日（木）９時～ 12 時 大
平みなみ児童館 一般市民 20 人
心肺蘇生法やＡＥＤ使用法を学習。
受講者には終了証交付。託児あり
テキスト代 137 円 ９月４日（火）
～ 29 日（土）
○南第１保育園との交流会

10 月 24 日（水）９時 45 分～ 10
時 30 分 第１保育園 ２歳児（平成
21 年４月生～平成 23 年３月生）10

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
９月３日（月）10 時～ 12 時 未就

園児の双子と保護者または双子を妊
娠中の方 無料※一般の方にも開放
○親子ふれあい給食

９月10 日（月）10 時～ 10 時 30

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○敬老の日プレゼント製作
９月13 日（木） 20 組（先着順）
8 月 27 日（月）～

○すくすくタイム
9 月 6 日（木）、20 日（木）、25 日（火）
身体・体重測定・散歩、ミニ運

動会、つがの里で遊ぼう（現地 集
合）ともに時間は 10 時 30 分～11
時 30 分 未就園児と保護者 無 料

不要 ○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未 満 ９月３日（月）、
12 日（水）◇２歳以上 ９月５日（水）
ともに時間は10 時 30 分～11時 30 分
○給食の試食会に参加しませんか！

９月４日（火）11 時 30 分～ 12 時
30 分
○親子にこにこ体操

９月10 日（月）10 時 30 分～11 時
30 分 原美穂子氏 バスタオル・汗
拭きタオル・飲み物（動きやすい服装）
○カレンダー作り☆

９月18 日（火）、24 日（月）10 時
30 分～ 11 時 30 分、20 日（木）13
時 30 分～ 14 時 30 分
○ベビーマッサージ

10 月５日（金）10 時 30 分～ 11
時 30 分 ３か月～１歳６か月（先着
順 15 組） 永山綾子氏（ＲＴＡロイ
ヤルセラピスト協会認定） バスタ
オル・筆記用具・飲み物（子ども用・
大人用） ９月 24 日（月）～ 26 日（水）
10 時から電話受付
○幼児教室「きらきらちゃん」後期
募集
　製作・体操など楽しいことがたく
さんあります。

10 月～２月の第１・第３木曜日（変
更もあり）10 時 30 分～ 11 時 30 分

２歳以上未就園児 15 組※抽選で
結果は後日お知らせ 内容により実
費 ９月 13 日（木）～ 14 日（金）
10 時から電話受付
　☆印は自由参加です。

○リズム遊びをしよう
◇６か月～１歳５か月

９月４日（火）、７日（金）、19 日（水）、
21日（金）
◇１歳６か月～未就園児

９月６日（木）、10 日（月）、11日（火）、
14 日（金）、24 日（月）
☆共通事項

10 時 30 分 ～ 11 時 30 分 15
組
○親子スキンタッチ教室（親が子に行
うツボ健康法）

９月12 日（水）、13 日（木）10 時
～11 時 30 分 ６か月～１歳５か月児
12 組 フェイスタオル１枚、金属製
のティースプーン、大人用の歯ブラシ、
飲み物
ともに ８月 28 日（火）～ 30 日（木）
９時～ 15 時

（☎ 22‐7100）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○プチなかよしタイムⅡ期
８月 28 日（火）、９月 25 日（火）
平成 23 年７月～９月生まれの乳児

と保護者 15 組（ 先着順） 親子で
のふれあい遊びと栄養士、心理士の
話等 ８月21日（火）～
○ほんわかタイム

９月４日（火）当日受付 ０歳児と
保護者 親子でのふれあい遊びとお
しゃべりタイム
ともに時間は 10 時～11時 無料

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

○キラキラ☆アクセサリートレイ作り
９月８日（土）14 時～ 16 時 18

歳未満 20 人（当日申込先着順）
紙粘土の土台にスパンコールを飾り
ます
○みんなで「かるた」作りを楽しもう

９月 27 日（木）10 時 30 分～なく
なり次第終了（１人２首まで） 18
歳未満 23 人（当日先着順） 作った
かるたは児童センターで遊べます

組 南第１保育園のお友達とゲームや
運動遊びで交流、園内見学 無料
９月 25 日（火）～

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

○秋の壁面製作
９月７日（金） 乳幼児と保護者

20 組 親子で製作し、壁面に飾ろ
う 無料 ９月３日（月）～（先着順）
○腹話術を楽しもう

９月14 日（金） 乳幼児と保護者
20 組 無料 ９月３日（月）～（先
着順）
○お誕生会（7 ～９月生まれ）

９月 21日（金） 乳幼児と保護者
20 組 ７月～９月に生まれたお友達
をみんなでお祝い 無料 ９月10日

（月）～（先着順）
○三鴨保育園との交流会

９月 28 日（金） 三鴨保育園（現
地集合） 乳幼児と保護者 10 組

園児との交流 無料 ９月 10 日
（月）～（先着順）
ともに時間は 10 時 30 分から 11 時
30 分

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○親子製作「ぶどう狩り」
９月５日（水） 

○開放保育
９月 12 日（水）

○親子で布絵本作りをしよう
９月 19 日（水）  　 

○９・10 月生まれのお誕生会
９月 26 日（水）

ともに時間は 10 時 30 分～　 未
就園児と保護者 無料　

＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

分 ( 時間内参加自由） ０歳以上手
形・足形、身長・体重測定
○のびのびひろば

９月18 日（火） １歳以上の未就
園児
○ぷちぷちひろば

９月19 日（水） ０～ 11 か月
☆のびのび、ぷちぷち両ひろばともに
時間は10 時 30 分～11 時 30 分（時
間内参加自由） アンパンマンの柔ら
か帽子を作っちゃおう！
ともに 無料

分 当日先着５組 親子で 800 円
（離乳食有り）

○マタニティー＆ベビーの日
９月 20 日（ 木）14 時 ～ 15 時

妊娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組 赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食 エプロン、母子
手帳 無料 電話予約受付 10 時～
15 時
○健康相談日

９月 24 日（月）10 時～ 15 時 身
体測定※午前中、助産師相談（予約
不要）あり

○とんぼ玉を作ろう！
９月 15 日（ 土 ）13 時 ～ 16 時

さくら３Ｊホール 小学生 15 人
300 円 電話受付 10 時～ 19 時
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
（鹿沼市坂田山　鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　10：00 ‐ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ‐ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ‐ 17:00）
９月 医療機関名 電話番号

２（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
９（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
16（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
17（月） 宮司外科胃腸科 0289‐62‐6222
22（土） 御殿山病院 0289‐64‐2131
23（日） 西方病院 0282‐92‐2323
30（日） 小池医院 0289‐60‐1300

市のホームページにも掲載しています。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19:00 ‐ 22:00（内科 / 小児を含む）
休日  9:00‐21:00（内科 / 小児を含む）（外科）

※事前に☎確認してお出かけください。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

1 土 玉野（たまのクリニック）

2 日
内：山門（山門クリニック）
外：斉藤（浩）（はこのもりクリニック）

3 月 青木（虎）（青木医院）
4 火 成田（成田内科）
5 水 高田（高田クリニック）
6 木 川田（かわたクリニック）
7 金 橋本（安）（橋本医院）
8 土 新村（新村ファミリークリニック）

9 日
内：福地（蔵の街診療所）
外：岡田（岡田皮膚耳鼻咽喉科クリニック）

10 月 青木（章）（静和医院）
11 火 盛川（サンライズクリニック）
12 水 長谷川（長谷川医院）
13 木 小林（こばやしクリニック）
14 金 大森（うづまクリニック）
15 土 青木（虎）（青木医院）

16 日
内：山田（合戦場クリニック）
外：中野（誠）（中野病院）

17 月
内：竹田（竹田内科医院）
外：町田（メディカルパパス）

18 火 長（大平ファミリークリニック）
19 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）

20 木 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

21 金 石井（石井内科医院）

22 土
内：石塚（好生医院）
外：三浦（三浦整形外科）

23 日
内：中村（洋）（都賀中央病院）
外：青木（虎）（青木医院）

24 月 山門（山門クリニック）
25 火 大山（大山整形外科）
26 水 中元（中元内科医院）
27 木 山田（合戦場クリニック）
28 金 土谷（土谷医院）
29 土 江口（えぐち内科クリニック）

30 日
内：天下井（あまがい内科医院）
外 ( 昼）：持田（持田医院）
外（夜）：鈴木（藤岡整形外科クリニック）

市のホームページにも掲載しています。

毎日19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099
　　　　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内

本   

庁   

健   

康   

増   

進   

課    

☎
25
‐
３
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25
‐
３
５
１
２

 

大
平
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
45
‐
１
７
８
８

 

藤
岡
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
62
‐
０
９
０
４

 

都
賀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
29
‐
１
１
０
３

 

西
方
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
92
‐
０
３
１
１

問 合 先

10 月の集団健診日程

日 曜
日 場　所 対象

受
診
項
目

受診項目
前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん
・

乳
が
ん

骨
密
度

4 木 栃木老人福祉センター長寿園 男女
特
定
健
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

○ × ×
5 金 栃木保健福祉センター 女性 × ○ ○
6 土 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
9 火 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○

10 水 栃木保健福祉センター 女性 × ○ ○
15 月 国府公民館 男女 ○ ○ ○
16 火 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○
17 水 栃木保健福祉センター 女性 × ○ ○
20 土 西方保健センター 男女 ○ ○ ○
29 月 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○
30 火 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○

健診当日の受付時間は、8:30~10:30 です。

10 月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
2 火 藤岡保健福祉センター 13:30~16:30

11 木 ゆうゆうプラザ 13:30~16:30
18 木 西方保健センター 9:00~11:30
23 火 都賀保健センター 13:30~16:30
26 金 栃木保健福祉センター 9:00~11:30

10 月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
31 水 栃木保健福祉センター 13:30~16:30

9 月の乳幼児健診
個別通知にてご案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

6 木
栃木（栃木保健福祉センター）

19 水
25 火 西方（西方保健センター）
26 水 大平（ゆうゆうプラザ）
26 水 都賀（都賀保健センター）
27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
25 火 西方（西方保健センター）
26 水 都賀（都賀保健センター）
27 木 大平（ゆうゆうプラザ）
27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
28 金 栃木（栃木保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
11 火 栃木（栃木保健福祉センター）
12 水 大平（ゆうゆうプラザ）
14 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
24 月 都賀（都賀保健センター）
26 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
13 木 栃木（栃木保健福祉センター）
13 木 大平（ゆうゆうプラザ）
21 金 西方（西方保健センター）

2 歳児歯科健診
4 火 栃木（栃木保健福祉センター）

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター

藤岡保健
福祉センター

①妊娠中の生活・仲間づくり     9 月 27 日（木）   終了
②育児について・栄養指導   10 月 17 日（水）    9 月   5 日（水）
③妊婦体験・沐浴指導   10 月 27 日（土）  10 月   6 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
  9 月 20 木 ふれあい遊び・子育てアドバイス
10 月 27 土 絵本の読み聞かせ・ストレッチ
 ゆうゆうプラザ
  9 月 19 水 離乳食教室・子育て相談
 藤岡保健福祉センター
  9 月 13 木 離乳食実習
10 月 19 金 ベビータッチケア
 西方保健センター
  9 月 12 水 子育てのお話

　
　
　
　
　
（
９
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
3 月 栃木 （栃木保健福祉センター）

10 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
18 火 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
18 火 都賀 （都賀保健センター）
19 水 西方（西方保健センター）

健康のため年に 1 回健康診断を受けましょう

こ
こ
ろの

SOS
サインに気づいています

か
　

　
　

　
　

　
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　

≪栃木地区急患センター９月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

不活化ポリオワクチン予防接種の導入について
　市では、不活化ポリオワクチンの導入を予定し
ており、経口生ポリオワクチンの集団接種は , 終
了しました。
　不活化ポリオワクチンの接種は、市内協力医療
機関で個別接種をする予定です。
　平成 24 年 8 月末時点で、生ポリオワクチンの
投与が 2 回済んでいない対象のお子さんには、9
月以降に個別通知します。

【ポリオワクチン接種についての詳しい情報は、厚
生労働省のページを参照ください。】
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/

集団健診等のご案内

うつ病のサイン

＊憂うつで気分が沈む
＊悲観的になり、自分を責める
＊眠れない・朝早く目覚める
＊注意・集中力の低下
＊身体がだるい・疲れやすい
＊好きなこともやりたくない

＊めまいがする
＊食欲がない
＊便秘・下痢
＊頭痛・頭が重い

おかしいと感じたら早めの対策を！
　早く気づいて対応することで、早く回復します。医
療機関を受診し、治療することも大切です。決して一
人で悩まずに相談しましょう。

ストレス社会と呼ばれる今、
気分が落ち込んだり、イライラするのはご

く自然なこと。しかし、こうしたつらさがい
つまでもこころの中にとどまり、体の調子も悪
くなってくることがあります。
　繰り返される体の不調はもしかすると、ここ
ろがＳＯＳサインを出しているのかもしれま
せん。特に、「うつ病」は「こころの風邪」と

いわれるほど身近な病気になっています。
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ル
ゼ
ン
エ

奈良部佑
ゆ う と

和ちゃん鯉沼　姫
ひ め な

月ちゃん

須藤　あむちゃん

山中　愛
あ い り

梨ちゃん

縫村　奏
そうすけ

丞ちゃん

大山　瑠
る な

愛ちゃん

松島　有
ゆうすけ

佑ちゃん

須佐　栞
か ん な

愛ちゃん

厚木　俐
り と

音ちゃん

中田　煌
こ う た

太ちゃん

大矢　真
ま お

央ちゃん

山根　紘
こ う や

弥ちゃん

髙梨　圭
けいすけ

佑ちゃん

富田　翼
つばさ

ちゃん

野口　優
ゆ い

衣ちゃん

鳩山　辰
たつよし

義ちゃん

山井　健
たけのり

徳ちゃん

藤田　翔
しょうけん

賢ちゃん

三橋　拓
た く ま

馬ちゃん

早乙女和
の ど か

楓ちゃん

小椋隆
りゅういちろう

一郎ちゃん

大島　千
ち ほ

歩ちゃん

石川直
なおたろう

太朗ちゃん

松本　悠
ゆ づ き

月ちゃん

若色　寛
か ん た

太ちゃん

福地　大
だいきち

吉ちゃん

須田　千
ち づ る

鶴ちゃん

田沼　媛
ひ め り

莉ちゃん

小野里　晟
せい

ちゃん

坪井　遥
は る き

輝ちゃん

保知戸佑
ゆ あ

曖ちゃん

吉野　寿
こ と み

美ちゃん

松本　実
み さ

紗ちゃん

新名　海
か い る

琉ちゃん

小島　一
か ず き

起ちゃん

平成 23年 9月生まれの赤ちゃん

   （募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日 ・住所
　        保護者名を記入して〒 328 ‐ 8686　市役所秘書広報課へ。

　         写真は返却しません。
           （締め切り）　平成 23 年 11 月生まれ   ９月 12 日（水）

    （当日必着）　平成 23 年 12 月生まれ 10 月 16 日（火）

    

８
０
０
年
生
き
た
八
重
姫

               

時
空
を
越
え
た
伝
説
の
ヒ
ロ
イ
ン

　

市
最
北
端
の
真
名
子
地
区
に

あ
る
。
県
道
栃
木
粟
野
線
か
ら

真
名
子
小
学
校
前
の
市
道
を
上

り
詰
め
る
と
、
八お

び

く

百
比
丘
尼に

公

園
と
そ
の
奥
に
お
堂
が
見
え
て

来
る
。
お
堂
の
中
に
地
域
住
民

に
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
た

八お

び

く

百
比
丘
尼に

尊そ
ん
ぞ
う像
が
あ
る
。
浦

島
太
郎
と
並
ぶ
時
空
を
超
え
た

幻
想
に
富
ん
だ
伝
説
の
ヒ
ロ
イ

ン
だ
。

　

物
語
は
、
紀

元
前
の
昔
。
天

皇
に
そ
む
い
た

罪
で
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
朝あ

さ
ひ日

輝て
る
の

命み
こ
とが
真
名
子
の
里
に
た
ど

り
着
く
。
輝
命
は
崇
拝
す
る

庚こ
う
し
ん申
様さ
ま

が
姿
を
変
え
た
老
人
か

ら
「
不ふ

け
つ穴
貝が
い

」
と
い
う
不
老
不

死
の
薬
を
も
ら
う
。
そ
れ
を
食

べ
た
娘
の
八や

え重
姫ひ
め

は
美
し
く
成

長
、
そ
の
美
し
さ
は
都
に
ま
で

伝
わ
る
。
都
へ
の
誘
い
を
嫌
っ

た
姫
は
家
出
、
山
道
で
出
会
っ

た
庚
申
様
の
化け
し
ん身
で
あ
る
老
人

の
家
で
暮
ら
し
、
３
、４
年
の

つ
も
り
で
真
名
子
に
戻
る
と
実

は
８
０
０
年
が
経
過
し
て
い

た
。
姫
は
尼
と
な
り
、
諸
国
を

回
り
、
若
狭
の
国
（
福
井
県
）

に
定
住
す
る
。
そ
し
て
自
分
の

姿
を
２
体
刻
み
、
真
名
子
に

送
っ
た
１
体
が
八
百
比
丘
尼
尊

像
と
い
う
。

　

８
０
０
年
を
生
き
た
こ
と

で
若
狭
で
は
菩ぼ

さ
つ薩
や
八や

お百
姫ひ
め

大だ
い
み
ょ
う
じ
ん

明
神
、
真
名
子
で
は
お

比び

く

に

丘
尼
さ
ま
と
し
て
ま
つ
ら

れ
、
今
に
伝
え
ら
れ
る
。
８
月

25
日
の
姫
の
命
日
近
く
の
日
曜

日
に
地
域
住
民
に
よ
る
法
要
が

催
さ
れ
る
。

　

メ
ダ
カ
池
な
ど
自
然
豊
か
な

公
園
に
設
置
し
て
あ
る
音
声
ガ

イ
ド
で
お
比
丘
尼
さ
ま
の
由
来

が
聞
け
る
。
地
域
の
語
り
部
の

狐
塚
紀
和
子
さ
ん
に
よ
る
も
の

で
、
狐
塚
さ
ん
は
頼
ま
れ
る
と

小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
真
名

子
の
里
の
伝
説
を
語
り
継
い
で

い
る
。

と
ち
ぎ
散
歩
は
、
栃
木
市
に

あ
る
名
所
、
旧
跡
な
ど
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

お堂の中にまつられている八
お び く に

百比丘尼尊
そんぞう

像

　

お
堂
の
周
辺
は
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。

皆川城址（あんどん）まつり
　

第
８
回
皆
川
城
址
ま
つ
り
が

９
月
22
日
（
土
）
＝
（
雨
天
の

場
合
は
翌
23
日
）
に
、
皆
川
城

址
公
園
・
皆
川
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」や「
太
鼓
」

　健康維持を兼ねて史跡をめぐり、都賀
地域を散策してみませんか。
◆９月８日（土）９時 30 分から正午：
事前説明・学習会　◆史跡めぐりウォー
キングは開催日の９時 30 分から 14 時
30 分、各コース約 10㌔▽９月 15 日：家
中地区コース▽ 29 日：合戦場地区コース

「
演
芸
」
な
ど
の
ほ
か
、
暗
く

な
る
頃
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
た
「
あ
ん
ど

ん
」
を
城
山
に
並
べ
、
皆
さ
ん

に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
城
山
頂
上
に

展
望
台
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

山
頂
か
ら
の
眺
め
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

皆
川
地
区
街
づ
く
り
協
議
会

（
皆
川
公
民
館
内
）

☎
22
‐
１
８
１
２

9 月 22 日（土）
11：00 ～ 20：30

城山山頂に展望台　　　出来ました！

▽ 10 月 13 日：赤津南地区コース▽ 27
日：赤津北地区コース　◆市内在住、勤
務の方　◆定員 30 名（先着順）　◆参
加費　500 円（事前説明会の際にお持
ちください）◆申し込みは電話で、８
月 30 日（木）から９月５日（水）まで、
都賀公民館☎ 27 ‐ 5050
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「
納
涼
あ
じ
祭
」
が
、

７
月
22
日
、
さ
く
ら
球
場

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

   

輪
に
な
り
大
平
町
音
頭

を
踊
っ
た
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
め
る
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
や
ワ
ン
ワ
ン

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
地
域

の
み
ん
な
で
夕
暮
れ
か
ら

の
涼
し
い
ひ
と
と
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

踊って楽しんで
多彩なショーも

　
「
太
平
山
あ
じ
さ
い
ま

つ
り
」
が
、
６
月
15
日
か

ら
７
月
８
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
た
く
さ
ん

の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
、

ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
の
花
の

写
真
を
撮
っ
て
い
る
姿
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
14
日
に
は

中
・
高
生
や
各
団
体
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
で
花
後
の
剪
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ボランティアが
アジサイ支える

　

藤
岡
方
面
隊
夏
季
点
検

と
、
野
木
町･

栃
木
市
合
同

水
防
演
習
が
６
月
24
日
、
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
季
点
検
で
は
、
消
防
団

員
の
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
水
防
演
習
で

は
、
野
木
町
、
藤
岡
地
域
の

演
習
水
防
団
員
約
80
人
に
よ

る
水
防
工
法
や
、
県
の
防
災

ヘ
リ
に
よ
る
救
助

訓
練
を
行
い
、
有

事
に
備
え
た
有
意

義
な
演
習
と
な
り

ま
し
た
。

有 事 に 備 え て
点検、演習万全

　

つ
が
の
里
の
「
ハ
ス
ま

つ
り
」
が
６
月
23
日
か
ら

７
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ハ
ス
池
に
は
約
３
千
本

の
ハ
ス
の
花
が
咲
き
、
早

朝
か
ら
愛
好
家
が
池
の
周

り
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
限
定
で
提

供
さ
れ
た
蓮
御
膳
に
舌
鼓

を
打
つ
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
が
思
い
思
い
に
ハ
ス

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

満開のハスの花
思い思いに満喫

　西方公民館講座「ワクワ
ク親子塾」で７月７日、水
の生き物観察会が行われま
した。

観察会は、水生生物の採
集・観察を通して、思川の
水環境について学ぶことを

目的に行われました。
参加した子どもたちは、

川岸の石を裏返すなどし
て、採れたカワゲラやサワ
ガニなどを興味深そうに熱
心に観察していました。

水
の
生
物
観
察
し

思
川
の
環
境
学
ぶ


